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暮らしの安心を、テレビから。暮らしの安心を、テレビから。

 テ レ ビ 回 覧 板 テ レ ビ 回 覧 板
８ 月 1 日 ス タ ー ト ！８ 月 1 日 ス タ ー ト ！
テレビの５チャンネルでリモコン「ｄボタン」を押すだテレビの５チャンネルでリモコン「ｄボタン」を押すだ
けで、仙北市からのお知らせをみることができます。けで、仙北市からのお知らせをみることができます。

災害情報、クマの出没情報、イベント情報、子育てやくらしの情報
などを、テレビでいつでも確認できるサービスです。こんな情報が表示されますされます

災害情報
避難所開設や緊急避難など、さまざまな災害に関する情報

クマ情報
クマの出没などに関する情報

子育て
子育て支援制度などに関する情報

健康・福祉
各種健診や介護保険、障がい者支援などに関する情報

くらし
日々のくらしに役立つ情報

イベント
市内で開催される催し物などに関する情報
行政情報
税金、空き家、採用など市役所からのさまざまな情報

①�テレビを付けて５チャンネル
（秋田朝日放送）を押す

利用は簡単です

② d ボタンを押す

③仙北市テレビ回覧板を押す
「
テ
レ
ビ
回
覧
板
」
っ
て
、
な
に
？

　

テ
レ
ビ
回
覧
板
は
、
テ
レ
ビ
の
5
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
押
し
、「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す
だ
け
で
仙
北
市
か

ら
の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
よ
く
テ
レ
ビ
を
見
る
方
や
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
苦
手
な
方
に

ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

自
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
簡
単
チ
ェ
ッ
ク

そ
れ
が
テ
レ
ビ
回
覧
板
の
魅
力

　
「
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
知
り
た
い
け
れ
ど
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
り
、
情
報
を
探
し
た
り
す

る
の
は
少
し
手
間
…
」「
知
り
た
い
時
に
、
す
ぐ
確

認
で
き
た
ら
便
利
…
」
な
ど
、
必
要
な
情
報
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
回
覧
板
は
、
自
分
が
必
要
だ
と
思
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
テ
レ
ビ
を
付
け
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ

で
す
。
簡
単
で
、
し
か
も
誰
で
も
使
え
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
家
庭
の
テ
レ
ビ
の
5
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
「
ｄ
」
を
押
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

仙北市テレビ回覧板

テレビ？ 回覧板？
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30歳代
7.5％

令和8年度 市民意識調査の結果
◆幸福度（1 ～ 10 段階評価）について
　「とても不幸」を１点、「とても幸せ」を 10 点と
して、現在どの程度幸せであるかをお伺いしたとこ
ろ、不幸でも幸福でもない中間の「５」を回答した
方が多い結果となっています。
　また、幸福度（１～ 10 段階評価）の「１～３」
を幸福度「低」、「４～６」を幸福度「中」、「７～
10」を幸福度「高」と分類し、幸福度を性別と年代
別でみてみると、昨年度と比較して男性、女性とも
に 18-30 代の幸福度が上昇していることが分かり
ました。特に 30 歳代男性が 14.6 ポイント、29 歳
以下女性が 24.0 ポイント高い結果となっています。

年代別・性別の幸福度（男性） 年代別・性別の幸福度（女性）

幸福度と 7 つの項目の関係

男性・70代以上

男性・40-60代

男性・18-30代

女性・70代以上

女性・40-60代

女性・18-30代

（1）�やりたいこと
（趣味・学び・活動・仕事など）がある

（2）�やりたいことに
向けてチャレン
ジ（ 準備・実行
など）している

（3）�日々の暮ら
しで生きが
いを感じて
いる

（4）�暮らしの中で、健
康になれるよう努
力している

（5）�自分のことを大切
に思ってくれる人
たちがいる

（6）�頼れる人（家族・
友人・地域の人
など）がいる

（7）�自分の居場所や役割
がある（家庭・地域・
職場など）

令和 8 年度と令和 7 年度 幸福度比較

幸
福
度

0.0％ 10％ 20％

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 5.4%

令和 7 年度 令和 8 年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.3% 36.6% 52.1%

13.8% 43.1% 43.1%

13.4% 51.7% 34.9%

低（1-3）　　　　中（4-6）　　　　高（7-10）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低（1-3）　　　　中（4-6）　　　　高（7-10）

8.4
% 43.7% 47.9%

12.6% 44.3% 43.1%

52.2%37.6%10.2
%

全体　　　　　低（1-3）　　　　中（4-6）　　　　高（7-10）

幸福度について幸福度について

調査目的および実施概要調査目的および実施概要

【問合せ】　企画政策課　☎ 43-1112

◆ 7 つの項目と
　　　　幸福度の関係
幸福感につながる７つ
の項目について分析し
たところ、７つの項目
の数値が高い方ほど幸
福度が高いという傾向
がわかります。

男女別

回答者について回答者について

女性女性
52.8％52.8％

男性男性
45.5％45.5％

家族構成

夫婦のみ夫婦のみ
26.0％26.0％

二世代二世代
41.8％41.8％

一人暮らし
14.0％

三世代以上三世代以上
18.2％18.2％

年齢

40歳代40歳代
11.6％11.6％

29歳以下
6.0％

50歳代50歳代
13.7％13.7％

60歳代60歳代
21.6％21.6％

70 ～ 74歳
14.4％

75歳以上
25.2％

居住地域

田沢田沢
3.0％3.0％

生保内
21.3％

神代
14.5％

角館
29.4％

中川中川
3.8％3.8％

雲沢雲沢
5.3％5.3％

白岩白岩
5.2％5.2％

上桧木内
1.4％

桧木内
5.6％

西明寺
10.5％

回答したくない
1.7％

（１）調査の目的
　仙北市を幸福度全国Ｎｏ .1 とするため、市民の日常生
活と意識・行動を明らかにし、その結果を施策立案の基
礎資料や、施策展開のための客観的データとして活用す
ることを目的としています。

（２）調査の内容
1. 幸福度
2. 地域への愛着やあるべきまちの姿
3. 普段の活動や暮らし
4. 市の施策への満足度・重要度

（３）調査の設計
１.��調査対象：令和 8 年 4 月 3 日現在で市内に居住する        

満 18 歳以上の男女個人
２. 標本数：3,000 人
３.�抽出方法：18 歳以上の各年代別の地区別人口の構成

比に応じて無作為抽出
４. 調査方法：郵送による調査票の配布
    ( 郵送およびインターネットによる回答 )
　 ※無回答は除き集計
５. 調査期間：令和 8 年 5 月 1 日㈮～ 5 月 20 日㈬

（４）回収結果
１. 有効回答数：1,080 人（有効回答率 36.0％）

この度は、市民意識調査にご協力いただきありがとうございました。
調査では、皆さまが感じる「幸福度」をはじめ、地域への愛着や施策への満足度などについてお伺いし
ました。結果については、今後の施策立案などの重要な基礎資料として活用していきます。

7.8.9.10（とても幸せ）の割合
令和 7 年度：46.8％
令和 8 年度：44.6％

6.5%
5.2%
5.3%

17.3%
17.9%
18.9%

14.9%
13.3%

11.0%
21.7%
23.1%

6.7%
9.2%

5.9%
7.5%

3.0%
2.3%
2.6%
2.3%
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令和8年度 市民意識調査の結果
　第 3 次仙北市総合計画で定めた施策に対して現在の満足度と今後の重
要度を伺い、8 つの部局にまとめて集計・分析しました。

施策の重要度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要　　　　やや重要　　　　あまり重要でない　　　　　重要でない　　　　わからない

2.5%

　部局ごとの重要・やや重要の合算値については、「医療局」、「市民福祉部」、「建設部」の順に高い
結果となりました。

住んでいる地域への愛着がありますか これからも仙北市に住み続けたいと思いますか

ある

どちらかと
いえばある

どちらとも
いえない

どちらかと
いえばない

ない

わからない

0% 30%20%10%

27.3%
今の場所に住
み続けたい

市内の別のとこ
ろへ移りたい

県内のどこか
へ移りたい

県外へ移りたい

わからない

令和 8 年度 令和 7 年度 令和 6 年度

仙北市の住みやすさについてどう思いますか 自分の家族や友人に仙北市への
移住・定住を勧めたいと思いますか

とても住みよい

住みよい

どちらとも
いえない

住みにくい

とても住み
にくい

わからない

強く思う

まあまあ思う

どちらとも
いえない

それほど思わない

全然思わない

わからない

0% 10% 20% 30% 40% 0% 10% 20% 30%

令和 8 年度 令和 7 年度 令和 6 年度

　全体として、地域への愛着や定住意向は一定程度保たれている一方で、昨年度と比べると肯定的な回答が低下しており、
特に「住み続けたい」、「移住・定住を勧めたい」という項目で低下幅が見られました。

施策の満足度と重要度施策の満足度と重要度

住んでいる地域への愛着など住んでいる地域への愛着など

総務部

企画部

市民福祉部

農林商工部

建設部

教育委員会

医療局

観光文化スポーツ部

施策の満足度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総務部 6.0% 17.9% 19.1% 13.7% 43.3%

7.7% 17.1% 21.1% 20.6% 33.5%

10.3%

7.0%

5.3%

8.6%

7.6%

7.6%

24.5% 18.9% 9.4% 36.9%

22.5% 21.5% 11.8% 37.2%

14.7% 18.9% 13.2% 47.9%

21.8% 21.3% 14.7% 33.6%

20.8% 17.3% 11.6% 42.7%

17.9% 24.5% 21.7% 28.3%

満足　　　　やや満足　　　　少し不満　　　　不満　　　　わからない

　部局ごとの満足・やや満足の合算値については、「市民福祉部」、「教育委員会」、「建設部」の順に
高い結果となりました。

企画部

市民福祉部

観光文化スポーツ部

農林商工部

建設部

教育委員会

医療局

令和 8 年度 令和 7 年度 令和 6 年度

令和 8 年度 令和 7 年度 令和 6 年度

7.5%

7.9%

11.6%

6.3%

6.1%

10.0%

10.1%

9.4%

25.5%

19.1%

30.2%

28.2%

21.1%

26.9%

29.0%

17.7%

21.7%

25.4%

18.2%

21.6%

21.0%

24.1%

18.8%

24.1%

15.4%

22.4%

10.4%

14.9%

12.5%

14.9%

7.9%

27.9%

29.9%

25.2%

29.6%

29.0%

39.3%

24.1%

34.2%

20.9%

41.1%

48.6%

47.5%

31.3%

39.7%

49.1%

38.1%

67.3%

31.1%

28.0%

31.5%

34.2%

30.2%

28.8%

31.9%

17.0%

7.0%

6.9%

5.9%

12.7%

7.7%

6.4%

10.5%

2.3%

5.7%

2.5%

2.1%

2.2%

3.3%

3.2% 2.1%

18.3%

14.0%

12.8%

16.1%

20.3%

13.5%

16.2%

10.4%

30.3%
29.3%

36.2%
34.6%
34.4%

20.1%
20.5%

21.8%

7.3%
6.6%
6.2%

5.7%
4.8%
5.6%

3.4%
3.2%
2.7%

53.9%
60.1%
61.8%

5.5%
4.8%
4.6%

5.2%
4.8%
4.2%

9.0%
9.3%

7.5%

26.4%
21.0%
21.9%

0% 20% 40% 60%40%

5.7%
6.2%
6.7%

29.7%
33.0%
33.1%

39.3%
35.8%

38.9%
16.2%
16.8%

14.1%
5.4%

3.6%
3.4%
3.7%
4.6%

3.8%

3.7%
4.4%
5.0%

18.1%
22.4%

20.8%
33.3%

29.3%
30.4%

24.9%
23.8%

25.4%
17.8%

15.3%
13.5%

2.2%
4.8%
4.9%
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
皆
さ
ま
へ
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

市役所からのお知らせ

　
令
和
5
年
6
月
に「
活
動
火
山
対
策
特
別

措
置
法
」が
一
部
改
正
さ
れ
、
国
民
の
皆
さ

ん
に
活
火
山
対
策
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
8
月
26
日
を「
火

山
防
災
の
日
」と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
8
月
26
日
は
、
明
治
44
年
に
日
本
で

最
初
の
火
山
観
測
所
が
浅
間
山
に
設
置
さ
れ

観
測
が
始
ま
っ
た
日
で
す
。「
火
山
防
災
の

日
」を
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
身
近

な
活
火
山
で
あ
る
秋
田
駒
ヶ
岳
や
秋
田
焼
山

に
つ
い
て
、
仙
北
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

で
ど
の
範
囲
に
ど
の
よ
う
な
火
山
現
象
が
想

定
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
情
報
収
集
や
、
避

難
所
・
避
難
方
法
の
確
認
、
防
災
用
品
の
点

検
を
行
う
な
ど
、
火
山
災
害
の
発
生
に
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
／
総
合
防
災
課

　
☎
43ｰ

１
１
１
５

8
月
26
日
は「
火
山
防
災
の
日
」で
す

　
災
害
発
生
時
、
市
役
所
へ
の
電
話
は
大
変

混
雑
し
、
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
避
難
所
の
開
設
状
況
や
通
行

止
め
情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で

き
る「
災
救
マ
ッ
プ（
未
来
共
生
災
害
救
援

マ
ッ
プ
）」を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
平
時
か
ら
避
難
所
の

場
所
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
災
害
時
に
は
避
難
所
の
混
雑
状
況
も
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
ま
す
。

●�

災
救
マ
ッ
プ
で
で
き
る
こ
と
／

▼�「
避
難
所
の
状
況
把
握
」 

マ
ッ
プ
上
で
避
難

所
の
場
所
や
開
設
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。

▼�「
混
雑
状
況
の
見
え
る
化
」 

各
避
難
所
の
混

雑
具
合
を「
空
き
・
半
分
・
混
雑
・
満
員
」

の
4
段
階
で
表
示
し
ま
す
。
避
難
者
数
も

確
認
可
能
で
す
。

▼�「
危
険
箇
所
の
把
握
」 

道
路
の
通
行
止
め
な

ど
、
身
の
回
り
の
危
険
箇
所
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
確
認
で
き
ま
す
。

▼�「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
」 

平
時
か
ら
自

宅
周
辺
の
危
険
度
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●�

利
用
方
法
／
登
録
は
不
要
で
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
一
度
ア
ク
セ
ス

し
て
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク（
お
気
に
入
り
登
録
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

検
索
方
法
／「
未
来
共
生
災
害
救
援
マ
ッ

プ
」ま
た
は「
災
救
マ
ッ
プ
」で
検
索

●
問
合
せ
／
総
合
防
災
課

　
☎
43ｰ

１
１
１
５

災
害
時
は「
災
救
マ
ッ
プ
」で
避
難
所
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

災
救
マ
ッ
プ
→

令
和
9
年
度
仙
北
市
集
落
集
会
所
な
ど
の

建
築
費
・
エ
ア
コ
ン
設
置
に
係
る
補
助
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
住
民
が
行
う
集
落
集
会
所
な
ど

の
建
築
、
修
繕
、
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補
助

金
と
し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。
令
和
９
年
度

に
実
施
す
る
予
定
の
事
業
に
つ
い
て
事
前
相

談
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
自
治
会
、

町
内
会
、
集
落
会
の
方
は
、
総
務
課
総
務
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
現
行
の
要
件
な
ど
／

▼�

実
施
金
額
に
は
、
備
品
購
入
費
、
解
体
費
、

土
地
関
係
費
、
既
設
エ
ア
コ
ン
の
撤
去
費
・

処
分
費
を
含
み
ま
せ
ん
。

▼�

外
構
工
事
は
、
集
会
所
用
地
の
機
能
を
回

復
す
る
た
め
ま
た
は
危
険
箇
所
の
安
全
対

策
を
講
じ
る
た
め
に
必
要
な
も
の
に
限
り

ま
す
。

▼�

エ
ア
コ
ン
設
置
に
は
、
屋
外
で
使
用
可
能

な
冷
風
機
な
ど
を
含
み
ま
せ
ん
。

▼�

ト
イ
レ
の
水
洗
化
か
つ
雑
排
水
の
浄
化
設

備
の
施
工
を
含
む
場
合
は
、
加
算
が
あ
り

ま
す
。

▼�

生
保
内
・
田
沢
財
産
区
の
区
域
内
に
お
い

て
は
、
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

▼�

以
前
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
場

合
は
、
５
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

●
事
前
相
談
期
限
／
９
月
30
日
㈬
ま
で

●
問
合
せ
／
総
務
課

　
☎
43ｰ

１
１
１
１

補助対象事業 補助率（額） 限度額

新築工事 対象金額の 5分の 1以内 120万円

増築、改築、改装、補修工事、

外構工事または既存建物の取得
対象金額の 2分の 1以内 60万円

エアコン設置 対象金額の 2分の 1以内 10万円

※補助率・補助対象は変更する場合があります。

　
仙
北
地
域
園
芸
産
地
共
創
会
議（
※
）で

は
、
野
菜
・
花
き
な
ど
の
園
芸
品
目
を
新
た

に
始
め
た
い
農
業
者
を
応
援
す
る
た
め
、
大

曲
仙
北
地
域
の
優
良
生
産
者
の
ほ
場
視
察
会

を
開
催
し
ま
す
。参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
８
月
27
日
㈭ 

9
時
～
16
時

●�

内
容
／
き
ゅ
う
り
、
え
だ
ま
め
、
り
ん
ど

う
、
ト
マ
ト（
施
設
）、
ね
ぎ
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス（
施
設
）の
視
察

●
申
込
期
限
／
８
月
20
日
㈭

●�

移
動
方
法
／
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
中
仙
支
店

に
集
合
の
上
、
主
催
が
準
備
し
た
車
両
で

移
動
し
ま
す
。

※�

主
催
／
秋
田
県
仙
北
地
域
振
興
局
、
大
仙
市
、

仙
北
市
、
美
郷
町
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
、
仙
北

地
方
農
業
士
会

●
問
合
せ
／
農
業
振
興
課

　
☎
43ｰ

２
２
０
６

　
秋
田
県
仙
北
地
域
振
興
局
農
業
振
興
普
及
課

　
☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

６
１
１
０

申
込
フ
ォ
ー
ム
→

大
曲
仙
北
地
域
園
芸
品
目
ほ
場
視
察
会

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
の
届
出
に
つ
い
て

　
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た

場
合
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
存
在
す
る
家
屋
に

対
し
て
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

年
の
途
中
で
取
り
壊
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は

翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
届
出
が

な
い
と
取
り
壊
し
の
確
認
が
で
き
ず
、
翌
年

度
以
降
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
登
記
済
み
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
／

　

�

法
務
局
へ
滅
失
登
記
申
請
ま
た
は
建
物
表

題
変
更
登
記
申
請
が
必
要
で
す
。
登
記
が

年
内
に
完
了
し
な
い
場
合
は
、
税
務
課
へ

「
建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
」の
提
出

が
必
要
で
す
。

●
未
登
記
家
屋
を
滅
失
し
た
場
合
／

　

�

床
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
税

務
課
へ「
建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

●�

壊
れ
て
使
用
で
き
な
い
家
屋
が
あ
る
場
合
／

　

�

ま
だ
取
り
壊
し
て
い
な
い
が
、
雪
の
重
み
な

ど
で
屋
根
全
体
が
壊
れ
て
い
る
な
ど
、
大
き

く
損
壊
し
、
使
用
で
き
な
い
家
屋
が
あ
る
場

合
は
、
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

登
記
済
み
家
屋
、
未
登
記
家
屋
い
ず
れ
の
場
合

も
、
取
り
壊
し
た
年
の
翌
年
以
降
に
建
物
滅
失

（
取
壊
し
）届
出
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
建

物
取
壊
し
業
者
が
発
行
す
る
建
物
滅
失
証
明
書

を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家

屋
の
建
て
替
え
予
定
の
有
無
に
つ
い
て
も
記
載

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�「
建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
」は
税
務
課
、

田
沢
湖
、
角
館
、
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
課

固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
税
務
課

　
☎
43ｰ

１
１
０
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
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大
区
画
化
等
加
速
化
支
援
事
業
の
要
望
量
調
査
に
つ
い
て

　
こ
の
事
業
は
、
法
人
な
ど
の
農
業
者
が
自

ら
行
う
畦
畔
除
去
な
ど
の
簡
易
整
備
に
よ
る
、

農
地
の
大
区
画
化
等
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

事
業
の
制
度
や
実
施
要
件
な
ど
は
秋
田
県
大

区
画
化
等
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ご
確
認
で
き
ま
す
。

　
要
望
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
農
林
整
備

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
秋
田
県
大

区
画
化
等
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
直
接
問
い
合
わ
せ
で
き
ま
す
。

●�

対
象
期
間
／
令
和
９
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
ま
で

※�

原
則
、
前
年
度
要
望
に
よ
り
採
択
と
な
っ
た
地

区
が
、
次
年
度
に
事
業
活
用
と
な
り
ま
す
。

●
要
望
期
限
／
9
月
1
日
㈫
ま
で

※�

令
和
9
年
度
事
業
を
要
望
さ
れ
る
場
合
は
上
記

期
限
、
9
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
随
時
受
け
付

け
ま
す
。

●
問
合
せ
／
農
林
整
備
課

　
☎
43ｰ

２
２
０
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

　
令
和
7
年
8
月
19
日
か
ら
21
日
の
豪
雨
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

4
月
広
報
に
掲
載
し
て
い
る
内
容
か
ら
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

●
必
要
な
も
の
／

▼
災
害
申
請
兼
補
助
金
振
込
用
口
座
申
請
書

▼�

復
旧
前
、
復
旧
後
の
写
真（
施
工
中
の
写
真

が
あ
れ
ば
そ
の
写
真
）

▼�

復
旧
に
要
し
た
費
用
が
わ
か
る
も
の（
見
積

書
、
領
収
書
な
ど
）

●�

申
請
期
限
／
令
和
９
年
３
月
10
日
㈬（
期

限
厳
守
）

　
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
、期
間
中
で
あ
っ

て
も
終
了
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
早

め
に
申
請
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
農
林
整
備
課

　
☎
43ｰ

２
２
０
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

　

仙
北
市
は
市
全
域
が
国
家
戦
略

特
区
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
大

胆
な
規
制
・
制
度
改
革
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
強
み
を

地
域
の
活
力
に
つ
な
げ
る
た
め
、
こ

の
た
び 

「
仙
北
市
国
家
戦
略
特
区
推

進
セ
ン
タ
ー
」 

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
特
区
制
度
の

活
用
を
促
進
し
、
規
制
・
制
度
改
革

の
推
進
と
新
規
事
業
の
創
出
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
の
情
報

提
供
や
、
国
・
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し

ま
す
。

●
こ
ん
な
方
に
お
す
す
め
で
す
／

▼��

特
区
の
規
制
・
制
度
改
革
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
い
方

▼�

新
し
い
事
業
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
、

規
制
面
が
不
安
な
方

　

ご
検
討
中
の
事
業
者
の
皆
さ
ま

は
、
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
相
談
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課

　
☎
43ｰ

１
１
１
２

国
家
戦
略
特
区

推
進
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

「
仙
北
市
国
家
戦
略
特
区
推
進
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た

仙北市国家戦略特区
推進センター

▶特区制度に関する相談窓口の設置・ワンストップ支援
▶企業・地域事業者などへの制度情報の提供・説明
▶規制改革メニューの活用・新規提案に向けた調整支援
▶セミナー・広報などによる普及啓発・利用促進
▶そのほか、国家戦略特区の利活用の推進に必要な支援

仙北市国家戦略特区推進センターのイメージ

設置主体：仙北市
設置場所：仙北市

関係者
・内閣府

・関係省庁
・地域関係者

など

事業者 [ ]
▲

情報提供・調整

→←→←
助言・回答回答

相談

　
令
和
８
年
度
第
２
回
仙
北
市
総
合
政
策
審
議

会
を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
こ
の
審

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※�

来
場
の
際
に
、
傍
聴
者
の
氏
名
を
ご
記
入
い
た

だ
き
ま
す
。

●�

日
時
／
８
月
６
日
㈭ 

13
時
30
分
～
16
時

頃
ま
で

※�

会
議
の
進
行
に
よ
り
、
終
了
時
間
が
前
後
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

場
所
／
角
館
上
野
庁
舎 
２
階

  � 

２
０
４・２
０
５
会
議
室

   （
仙
北
市
角
館
町
上
野
18
番
地
）

●�

内
容
／
仙
北
市
行
財
政
改
革
に
係
る
事
務

事
業
評
価
の
実
施

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課

　
☎
43ｰ

１
１
１
２

令
和
８
年
度
仙
北
市
総
合
政
策
審
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
現
在
、
秋
田
県
で
は
ク
マ
の
目
撃
件
数
が

例
年
を
大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
、
県
内
外
で

ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
次
の
こ
と
に
ご
注

意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
注
意
事
項
／

▼�

入
山
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
地
域
に
は
絶
対

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼�

生
ご
み
や
廃
棄
作
物
、
米
ぬ
か
、
家
畜
飼

料
な
ど
、
ク
マ
が
好
む
よ
う
な
食
べ
物
を

屋
外
に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
、
揮
発
性
の
高
い
、

強
い
匂
い
を
発
す
る
も
の
も
ク
マ
を
引
き

寄
せ
ま
す
の
で
、
匂
い
が
漏
れ
な
い
よ
う

管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
車
庫
や
物
置
、
作
業
小

屋
な
ど
も
戸
締
ま
り
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

農
地
や
家
の
周
囲
の
や
ぶ
は
刈
り
払
い
、

見
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

朝
夕
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ま
た
は
散
歩
は
、
な

る
べ
く
一
人
は
避
け
る
よ
う
に
し
、
コ
ー

ス
も
安
全
な
所
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

早
朝
や
夜
間
の
外
出
、
登
下
校
、
農
作
業
、

山
へ
入
る
際
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
音

を
鳴
ら
し
た
り
、
熊
ス
プ
レ
ー
を
携
帯
す

る
な
ど
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
、

人
身
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
お
盆
の
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
お
墓
参
り
の
際
な
ど
、
ク
マ
の
餌

と
な
る
も
の
を
放
置
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
合
せ
／
農
林
整
備
課

　
☎
43ｰ

２
２
０
７

ク
マ
に
注
意
を
！

第
15
回
仙
北
市
総
合
美
術
展〈
開
催
予
告
〉

　
仙
北
市
総
合
美
術
展
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。
作
品
募
集
要
項
は
10
月
頃
に
生
涯

学
習
課
お
よ
び
各
公
民
館
に
備
え
つ
け
ま
す
。

皆
さ
ま
の
素
晴
ら
し
い
作
品
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

●
申
込
期
間
／
10
月
9
日
㈮
～
12
月
11
日
㈮

●�

会
期
／
令
和
9
年
2
月
2
日
㈫
～
2
月
14

日
㈰

※
２
月
８
日
㈪
は
休
館
日

●
場
所
／
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

●
問
合
せ
／
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
☎
43ｰ

３
３
８
３

「
仙
北
市
二
十
歳
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す	

　
二
十
歳
を
祝
い
、
友
人
や
地
域
な
ど
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
機
会
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ま
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
者
／
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
仙
北
市
出

身
の
方
お
よ
び
市
内
在
住
の
方
で
す
。

●�

日
時
／
８
月
15
日
㈯ 

14
時
～

　
（
受
付
：
13
時
～
）

●
場
所
／
仙
北
市
民
会
館（
田
沢
湖
生
保
内
） 

●
問
合
せ
／
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
☎
43ｰ

３
３
８
３

　
４
月
25
日
か
ら
使
用
開
始
さ
れ
て
い
る「
仙

北
市
生
活
応
援
商
品
券
」の
使
用
期
限
は
、
８

月
31
日
㈪
ま
で
と
な
り
ま
す
。
使
用
期
限
が
過

ぎ
る
と
無
効
と
な
り
、使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
未
使
用
の
商
品
券
は
払
い
戻
し
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●��

問
合
せ
／
総
務
課

　
☎
43ｰ

１
１
１
１

仙
北
市
生
活
応
援
商
品
券
の
使
用
期
限
に
つ
い
て

【
残
り
1
か
月
!!
】

　
皆
さ
ま
の
ご
家
庭
に
眠
る「
リ
チ
ウ
ム
蓄

電
池
を
含
む
小
型
充
電
式
電
池
」と
そ
の
関

連
製
品
を
、
安
心
し
て
処
分
で
き
る
環
境
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　
9
月
1
日
よ
り
、
市
内
3
拠
点
で
持
込
回

収
を
開
始
し
ま
す
。

●
回
収
拠
点
／

▼
生
活
環
境
課（
角
館
庁
舎
）

▼
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー（
田
沢
湖
庁
舎
）

▼
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー（
西
木
庁
舎
）

　
「
処
分
に
お
け
る
注
意
点
」な
ど
は
9
月
号

で
詳
し
く
情
報
掲
載
し
ま
す
の
で
、
小
型
充

電
式
電
池
と
関
連
製
品
の
処
分
に
お
困
り
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●��

問
合
せ
／
生
活
環
境
課

　
☎
43ｰ

３
３
０
８

9
月
1
日
か
ら「
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
を
含
む

小
型
充
電
式
電
池
」持
込
み
回
収
を
開
始
し
ま
す

令
和
７
年
８
月
19
日
か
ら
21
日
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
に
対
す
る
支
援
を
し
ま
す
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市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

　
先
の
大
戦
に
よ
っ
て
尊
い
命
を
失
っ
た
多

く
の
戦
没
者
の
方
々
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和

を
祈
念
す
る
仙
北
市
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

し
ま
す
。

※�

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
献
花
用

の
お
花
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
／
８
月
26
日
㈬

  

10
時
30
分~

（
10
時
20
分
ま
で
参
集
）　　

●�

場
所
／
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ　
　

ク
リ
オ
ン

※�

角
館
地
区
・
田
沢
湖
地
区
か
ら
送
迎
バ
ス
が
あ

り
ま
す
。
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
仙
北
市

社
会
福
祉
協
議
会(

☎
49ｰ

６
２
４
１
）に
８
月

14
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
福
祉
政
策
課 

福
祉
政
策
係

　
☎
43ｰ

２
２
５
５

令
和
８
年
度
仙
北
市
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す

　
仙
北
市
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
事
業
の
利

用
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

●�

事
業
の
目
的
／
家
庭
の
事
情
に
よ
り
養
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
、
一
時
的
に
施

設
で
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
と

そ
の
家
族
の
冬
期
間
の
生
活
の
安
定
を
図

り
ま
す
。

●�

利
用
対
象
者
／
仙
北
市
に
居
住
す
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
、
養
護
を
必
要
と
し
自

力
で
共
同
生
活
が
で
き
る
方

●�

利
用
定
員
／
7
人

●�

利
用
期
間
／
11
月
か
ら
翌
年
４
月
末
ま
で

の
６
か
月
間

●�

使
用
料
／
１
日
２
６
７
０
円(

食
費
含
む)

●�

利
用
施
設
／
社
会
福
祉
法
人
県
南
ふ
く
し

会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
流
苑
内

　

�（
仙
北
市
西
木
町
桧
木
内
字
松
葉
２
３
２

番
地
）

●�

利
用
の
申
請
／
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
請
書
類
を
９
月
18
日
㈮
ま
で
に
福

祉
政
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
類
は
福
祉
政
策
課
お
よ
び
各
市
民
セ
ン

タ
ー
・
出
張
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

●�

そ
の
他
／
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
方

は
、
事
前
に
福
祉
政
策
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●��
問
合
せ
／
福
祉
政
策
課 

長
寿
い
き
が
い
係

　
☎
43ｰ
２
２
８
１

冬
期
間
、
養
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
支
援
し
ま
す

生
活
保
護
・
追
加
給
付
の
お
し
ら
せ

　
平
成
25
年
の
生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
に

関
す
る
最
高
裁
判
決
を
ふ
ま
え
、
平
成
25
年

８
月
～
令
和
８
年
３
月
ま
で
の
間
に
生
活
保

護
を
受
給
さ
れ
て
い
た
世
帯
を
対
象
に
、
追

加
給
付
を
行
い
ま
す
。
現
在
、
受
給
さ
れ
て

い
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
８
月
以
降
、
現
在
ま
で
継
続
し

て
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
方
は
申
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
出
が
必
要
な
方
／

▼�

現
在
受
給
中
の
方
で
、
平
成
25
年
８
月
以

降
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
期
間
と
は
別

に
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
た
方

▼�

平
成
25
年
８
月
以
降
に
保
護
を
受
給
さ
れ

て
い
た
方
で
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

●�

申
出
方
法
／
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
福
祉
政
策
課
保
護
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
郵
送
可
）。

　
申
出
書
は
、
福
祉
政
策
課
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
出
張
所
に
設
置
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可

能
で
す
。

●
申
出
期
間
／
令
和
９
年
７
月
31
日
ま
で

●�

追
加
給
付
額
／
世
帯
の
状
況（
年
齢
、
世

帯
人
数
、
受
給
期
間
、
加
算
の
有
無
な
ど
）

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／

※�

ま
ず
は
、
追
加
給
付
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
１
２
０ｰ

１
７
９ｰ

４
４
５

　

�

平
日
９
時
～
17
時（
８
～
10
月
は
土
・
日
曜
日
、

祝
日
も
対
応
）

●
担
当
／
福
祉
政
策
課 

保
護
係

　
☎
43ｰ

２
２
８
４

追
加
給
付
相
談

セ
ン
タ
ー
→

田沢湖庁舎の一部が利用可能になります

　現在の「田沢湖総合開発センター」は 9月30日㈬をもち
まして、ご利用を終了します。これに伴い、田沢湖公民館
は田沢湖庁舎1階に移転します。
　移転後も、引き続き地域の皆さまの活動や交流の場とし
て庁舎の一部をご利用いただけます。
●利用開始日／ 10月１日㈭から
●利用可能場所／ 1階および 3階会議室
●利用可能時間／ 8時30分～ 22時

●予約について／利用日の 1 か月前から受け付け開始
●申込・問合せ／田沢湖公民館
　☎43-1061　FAX 43-1226
※10月1日より FAX 番号が変わります。
　（変更後） 43-1290
●受付時間／ 8時30分～ 17時15分
※利用方法や空き状況などお気軽にお問い合わせください。

仙北市音楽交流会『音の泉』出演者募集

　市内小中学校吹奏楽部や音楽団体が集うイベン
ト、仙北市音楽交流会『音の泉』を開催します。
　開催に伴い、一般の方の出演募集します。
　応募の詳細は市公式ウェブサイトおよび仙北市民
会館ＳＮＳにて、公開しています。
　広く皆さまの参加をお待ちしています。
●開催日／ 11月15日㈰ 13時開演
●応募期間／８月25日～ 9月30日

●会場／仙北市民会館 ホール
●問合せ／仙北市民会館
　☎43-3143

ホームページ→

ト
イ
レ

ト
イ
レ

第 2
会議室

議場

第 3
会議室

第 4
会議室

第 5
会議室

議会
事務局

正副議長
室 議員控室

第 1
会議室

1階

3階

※�1階会議室102 と 103 ならびに和室104 と 105、3階第4会議室と第5会議室は
　続き部屋としてご利用できます。
※つなげてのご利用は 2部屋分の使用料となります。

ト
イ
レ

ト
イ
レ

↑

玄関

田沢湖
市民センター

会議室
101

会議室
102

会議室
103

和室
104

和室
105

田沢湖公民館
事務所

漁業
組合

森林
組合

※�多目的トイレは 1階の階段下にあります。

多目的
トイレ
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市役所からのお知らせ

●
問
合
せ
／
各
施
設
の
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、「
指
定
管
理
者
制
度
」を
活
用

し
て
、
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
効
果

的
・
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、

次
の
施
設
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
募
集
要
項
の
配
布
や
質
問
事
項
の
受
付

な
ど
は
各
施
設
の
担
当
課
で
行
っ
て
い
ま

す
。
応
募
を
希
望
さ
れ
る
法
人
・
そ
の
他

の
団
体
の
皆
さ
ま
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●�

指
定
期
間
／
令
和
9
年
４
月
１
日
～ 

令
和
14
年
３
月
31
日（
５
年
間
）

●�

募
集
要
項
配
布
・
質
問
受
付
／

　

8
月
3
日
㈪
～
８
月
21
日
㈮

●�

現
地
説
明
会
／
実
施
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
問
合
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

申
請
書
提
出
期
間
／

　

８
月
24
日
㈪
～
９
月
18
日
㈮

●
申
請
書
提
出
先
／
各
施
設
の
担
当
課

「
指
定
管
理
者
制
度
」と
は
…

　
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
民
間
の
能
力
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応
・
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
・
効
率
的
な
運
営
に
よ

る
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
は
、
市
が
設
置
す
る
選
定
委

員
会
で
の
応
募
者
の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
て

市
長
が
候
補
者
を
決
定
し
、
議
会
の
議
決
を

経
て
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

【
下
延
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

下
延
農
村
公
園
】

▼
所
在
地
／
角
館
町
下
延
段
添
１
９
８

▼�
参
加
資
格
／
仙
北
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

▼
問
合
せ
／
角
館
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
43ｰ

３
３
０
９

【
八
割
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
】

▼�

所
在
地
／
角
館
町
八
割
西
ヶ
沢
１
９
５

▼�

参
加
資
格
／
仙
北
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

▼
問
合
せ
／
角
館
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
43ｰ

３
３
０
９

【
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザク

リ
オ
ン
】

▼�

所
在
地
／
西
木
町
門
屋
字
屋
敷
田
83ｰ

２

▼�

参
加
資
格
／
秋
田
県
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

▼
問
合
せ
／
福
祉
政
策
課

☎
43ｰ

２
２
８
１

【
花
葉
館
・
角
館
森
林
総
合
利
用
施
設
】

▼�

所
在
地
／
角
館
町
西
長
野
古
米
沢
30ｰ

19

ほ
か

▼�

参
加
資
格
／
秋
田
県
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

▼
問
合
せ
／
農
林
整
備
課

☎
43ｰ

２
２
０
７

【
田
沢
湖
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
】

▼�

所
在
地
／
田
沢
湖
生
保
内
字
男
坂
68

▼�

参
加
資
格
／
秋
田
県
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

▼
問
合
せ
／
観
光
課

☎
43ｰ

３
３
５
２

【
田
沢
湖
キ
ャ
ン
プ
場
】

▼�

所
在
地
／
田
沢
湖
田
沢
字
春
山
１
５
２ｰ

１

▼�

参
加
資
格
／
秋
田
県
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

▼
問
合
せ
／
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務
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の
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・
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☎
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１
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令和８年度

📢職員インタビュー職員インタビュー

市役所からのお知らせ

令和８年度

試験区分 採用予定人数

高校卒業程度一般行政 ３名程度

初級土木 １名程度

📅申込受付期間

✏試験日程

👤受験資格📋募集職種・採用予定人数

🌸合格者の採用日

7月27日㈪ ～
8月28日㈮ 17時15分まで

平成13年４月２日から平成21年４月１日までに
生まれた人（ただし、学校教育法による大学（短期
大学・高等専門学校を含む）を卒業した人もしく
は令和９年３月卒業見込の人またはこれらに相当
する学歴を有すると認められる人は受験できませ
ん。）

令和９年4月1日予定

💻申込方法
仙北市ホームページトップ画面から職員採用試験
情報にアクセスし、エントリーシートをダウンロー
ドのうえ、必要事項を入力してください。エント
リーシート作成後、再び職員採用試験情報にアク
セスし、ページ下部の「仙北市スマート申請サー
ビス」にアクセスをして、利用者登録と受験申込
を行ってください。
※�試験区分ごとにアドレスが違いますので、ご注意くだ

さい。

問合せ／総務課　☎ 43-1111

📒第2次試験

10月20日㈫

📒第１次試験

9月20日㈰

🌳🌳🌳🌳🏢🏢 🏠🏠 🌳🌳🏠🏠 🏢🏢🌳🌳🏠🏠🌳 🏢🏢🌳🌳

仙北市仙北市職員採用職員採用試験試験
（高校卒業程度一般行政、

初級土木）のお知らせ
（高校卒業程度一般行政、

初級土木）のお知らせ 🌳🌳

詳しくはこちら

📱

一般行政

市民福祉部
国保市民課
入庁3年目

\   /

※複数の試験区分を併願することはできません。

　私は高卒で入庁し、現在３年目で後期
高齢者医療を担当しています。後期高齢
者医療制度は入庁するまで触れる機会が
ほとんどありませんでしたが、業務を通
じて学びを深めることができました。ま
た、税や福祉など他の制度とも関わりが
多く、幅広い知識や対応力が身に付き、
自分自身の成長を実感しています。市民
の皆さんから感謝の言葉をいただけたと
きは大きなやりがいを感じ、市民の暮ら
しを支える仕事に誇りを持って取り組ん
でいます。

初級土木

建設部
建設課
入庁１年目

☆

　現在は、自分で設計した工事が3件あり、ま
だ分からないことも多いため、先輩方に教えて
いただきながら一つ一つ進めています。自分で
設計した工事が実際に形となり、道路や河川な
どの社会基盤を整備し、市民の皆さんが安全で
安心して暮らせる環境づくりに携われること
に、大きなやりがいを感じています。
　また、建設課の先輩方から令和7年に起きた
災害当時のお話を伺い、復旧対応に尽力された
姿を知り、土木の仕事には大きな責任があるこ
とを改めて感じました。市民の安全な暮らしを
支える土木の仕事の重要性を実感し、私もその
一員として少しでも力になれる職員を目指して
いきます。

☆

☆

☆

仙
北
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
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公認心理師・臨床心理士があなたの相談を親身にお聴きします！

こころの相談

　病気や健康、家族問題、からだや心の悩み、人
間関係、仕事や生活の不安、子育て、近隣関係な
どひとりで悩まないで、声を出してみませんか。
話せるところから、ゆっくり話してみませんか。

相談日 ▼ �88 月月 66 日日  ㈭ 午前のみ・ 2121 日日  ㈮ ・
　　　　　�27　　　　　�27 日日  ㈭ 午前のみ・ 2828 日日  ㈮ 午後のみ・
時　間 ▼午前／① 10:00 ～　② 11:00 ～

　　  午後／③ 13:30 ～　④ 14:30 ～
場　所 ▼角館庁舎
相談方法 ▼ �１回 50 分　面談または電話
　　　　　（要予約・相談無料）
問合せ ▼保健課  ☎ 43-2252

※秘密厳守

若者同士で交流しましょう♪

若者の居場所
　「若者の居場所」とは、心の重荷をおろす場所です。 
辛い、苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が
悪い、社会の中で生きづらいと感じているすべての若
者が対象です。一緒にお茶を飲んだり、おやつを食べ
たり、ちょっとしたゲームをしながら若者同士で交流
しましょう。ひとりで抱え込まず、まずは足を運んで
ください。お待ちしています。

相談日 ▼ 88 月月 1818 日日 ㈫　※予約不要
時　間 ▼ 14:00 ～ 16:00
場　所 ▼  角館交流センター（第２研修室）
参加費 ▼  無料
主　催 ▼ �NPO 法人 KOU
                 （あきた若者サポートステーション運営団体）
問合せ ▼大屋みはる  ☎ 018-853-4367

かだれ！

　一緒にお茶を飲んだり、認知症予防ゲームを楽
しんだり、やりたいことをやりましょう！開催時
間内に個別にお話（相談）もお聴きします。
　今、私たちが取り組んでいるのは、集まった人
たちでお互いの「安否確認や困ったときに駆け付
けられる体制づくり」を進めています。「かだれ！」
は、皆さんのお越しを心からお待ちしています！

楽しく一緒に過ごしてみませんか♪

日　時 ▼88月月55日 日 ㈬ ・ 88月月2626日 日 ㈬
　　　　  10:00 ～15:00
場　所� ▼健康増進センター （田沢湖病院併設）
　　　　　  調理室・栄養相談室
参加費 ▼ 100円（昼食は各自でご持参ください）
内　容 ▼ �保健師による血圧測定、健康相談、認知症

予防体操、ゲームなど
相　談 ▼ �心理カウンセラー（相談無料 / 秘密厳守）
問合せ ▼小松  ☎090-2975-3450

傾聴ボランティア・集いの場

　笑うことは心身ともに安定し、ストレス軽減
に効果があると言われています。皆さまぜひご
参加ください。

日　時 ▼88月月2121日日  ㈮
　　　　受付：9:40 ～10:00
　　　　 終了予定：11:30
場　所 ▼健康管理センター（角館）
内　容 ▼笑いヨガ
問合せ ▼保健課  ☎ 43-2252
※事前申し込みはいりません。

笑いの会

　気になること、心配なこと、楽しみなことなど
を話してみませんか。傾聴ボランティア「えくぼ
の会」では、ゆっくりお茶を飲みながら、会員が
悩みなどをお伺いして、一緒に考えていきます。
開催時間内の都合のよいときにお気軽にお越しく
ださい。

だれかに話をすると安心する

えくぼの会
日　時 ▼ �88月月2626日 日 ㈬　10:00 ～14:00
場　所 ▼ �角館交流センター
参加費 ▼無料
問合せ ▼保健課  ☎ 43-2252

傾聴ボランティア
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保健と健康掲示板ささえる
つながる

市役所からのお知らせ

「角館のお 　り」
交通規制のお知らせ

令和８年度

　今年の交通規制について、次のとおりお知らせします。交通規制時間内は、規制区域への車両の進入はできません。
また、曳山運行の妨げとなりますので、交通規制解除後のエリアにおいても、路上への駐車・停車はご遠慮ください。
　特に９月７日㈪は、曳山運行の状況に合わせて交通規制区域を段階的に縮小しますので、通行の際は現地の案内や係
員の指示に従っていただきますようお願いします。
　安全で円滑な祭りの運営のため、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ先

●角館祭りのやま行事実行委員会事務局 ☎54-2700
　（仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」）
●観光文化スポーツ部観光課 ☎43-3352

9月7日 ㈪

時間帯 規制エリア① 規制エリア② 規制エリア③

16時～ 19時

19時～ 24時

22時～ 26時

9月7日交通規制図

9月8日交通規制図

　　　　エリア　16 時～ 19 時
　　　　エリア　16 時～ 24 時
※岩瀬町、下新町
　　　　エリア　16 時～ 26 時
※�下岩瀬町、岩瀬上丁、岩瀬本丁、岩瀬中丁
㊟�岩瀬浜丁は 16 時～ 24 時車両通行禁止

グレー
水色

黒色

9月9日交通規制図

角館駅

角館駅

角館駅

神明社

神明社

神明社

薬師堂

薬師堂

薬師堂

古
城
橋

佐竹家

佐竹家

佐竹家

市役所

9月8日 ㈫

時間帯 規制エリア① 規制エリア②

10時～ 19時

10時～ 24時

　　　　エリア　10 時～ 19 時
　　　　エリア　10 時～ 24 時
グレー
水色

9月9日 ㈬

時間帯 規制エリア① 規制エリア②

10時～ 24時

10時～ 26時

　　　　エリア　10 時～ 24 時
　　　　エリア　10 時～ 26 時
グレー
水色

古
城
橋

古
城
橋

横
町
橋

横
町
橋

横
町
橋

内
川
橋

内
川
橋

内
川
橋

市役所

16時～ 19時
規制エリア

16時～ 24時
規制エリア

16時～ 26時
規制エリア

10時～ 19時
規制エリア

10時～ 24時
規制エリア

10時～ 24時
規制エリア

10時～ 26時
規制エリア

10時～ 24時
規制エリア

祭

岩瀬浜丁

岩瀬浜丁
16時～ 24時
車両通行禁止
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令和8年度令和8年度
温泉浴マイスター人材育成講座の開催について温泉浴マイスター人材育成講座の開催について

　温泉の知識と正しい入浴法を学び、泉質の効能と利用
法、入浴事故防止を目的とする温泉浴マイスター人材育
成講座を開催します。療養・介護の入浴ケアに有用な講
座ですので、ご興味のある方はぜひご参加ください。

●日時／８月 28 日㈮ 13 時～ 16 時 45 分
　　   ※ 12 時 50 分までに受付をお願いします。
●�場所／角館庁舎 ２階 201・202 会議室
●�対象者／温泉療養に興味のある方は、どなたでも受講

できます。
●�定員／ 20 人（定員に届き次第、受付を終了します。）
●受講料／無料
●�持ち物など／筆記用具持参でお願いします。服装は軽

装で構いません。
●申込期間／８月 17 日㈪まで
●申込・問合せ／保健課　☎ 43-2252

こころのゲートキーパー養成講座をこころのゲートキーパー養成講座を
開催します開催します

　今回開催する「こころのゲートキーパー養成講座」で
は、ゲートキーパーについて知り、悩んでいる人に寄り
添うヒントを考えていきます。ぜひ、ご参加ください。

●日時／８月 25 日㈫ 10 時～ 11 時 30 分
●受付時間／ 9 時 30 分～ 9 時 50 分
●場所／角館庁舎 101・102 会議室
●講師／株式会社ふらここ　公認心理師 奈良 恵子
●�申込方法／ 8 月 18 日㈫までに保健課へお電話または

窓口で直接お申し込みください。
●問合せ／保健課　☎ 43-2252

ゲートキーパーとは「悩んでいる身近な人に気づき、
声をかけてあげられる人」のことで、誰でもゲートキー
パーになることができます。

「ゲートキーパー」とは ?

オレンジカフェのご案内オレンジカフェのご案内

カフェの名称 会場 開催日時 連絡先 個人負担

包和花カフェ ワンダーモール
休憩スペース

8 月 17 日㈪
10 時～ 12 時

43-2283
包括支援センター 無料

下延オレンジ
カフェの会 下延コミュニティセンター 8 月 18 日㈫

14 時～ 16 時
55-5449

代表：藤原 100 円

こみっとカフェ NPO 法人
かじか瀬スペース

8 月 19 日㈬
10 時～ 12 時

080-3198-4136
代表：松舘 300 円

土曜日の
さわやかカフェ

さわやか桜館 1 階ホール
角館町西長野中泊 126-2

8 月 22 日㈯
13 時 30 分～ 15 時 30 分

52-0003
代表：友永 100 円

オレンジカフェ
ひまわり

グループホーム花みづき 3 号館
地域交流室

8 月 22 日㈯
14 時～ 16 時

42-8671
代表：長澤 100 円

　オレンジカフェは、認知症の方やそのご家族、誰でも気軽に集い、お茶を飲みながら交流する「集いの場」です。「認
知症についてちょっと相談したい」「誰かと話してリフレッシュしたい」など、理由はなんでも構いません。事前予約
は不要ですので、どうぞお気軽にお立ち寄りください。
※�感染症の状況などにより、やむを得ずお休みする場合があります。お出かけの前に最新の開催状況をご確認いただけると安心です。
●問合せ／包括支援センター ☎ 43-2283

保健と健康掲示板 ささえる
つながる

【重要】今年から田沢湖地区の【重要】今年から田沢湖地区の
健 (検 ) 診会場が変わります！健 (検 ) 診会場が変わります！

　�今年度より、会場が新しく「田沢湖健康増進セン
ター」に変更となります。施設には複数入り口が
ありますが、健 ( 検 ) 診へお越しの方は、田沢湖
病院出入口からお入りください。中に入りました
ら、まずは【◎交流プラザ前】にて「番号札」をお
受け取りください。

8月18日㈫から8月18日㈫から集団健（検）診集団健（検）診が始まりますが始まります
年に一度の健康チェック！

5月にお届けした「健 (検 ) 診受診券」と「けんしんガイド」を確認し、忘れずに受診しましょう。

📅日程と受けられる健 ( 検 ) 診　
　詳しい日時は下の日程表をご覧ください。
　�ご自身が受けられる健診の種類は、お手元の「け

んしんガイド」または受診券下方の「このたび、
あなたが受ける健 ( 検 ) 診です」で確認できます。

　●受付時間／ 13時～ 15時

日程 会場
8 月 18 日㈫

角館交流センター

8 月 19 日㈬
8 月 20 日㈭
8 月 21 日㈮
8 月 24 日㈪
8 月 25 日㈫
8 月 26 日㈬
8 月 27 日㈭
8 月 28 日㈮
8 月 31 日㈪

田沢湖健康増進センター
（田沢湖病院となり）

9 月 1 日㈫
9 月 2 日㈬
9 月 3 日㈭
9 月 4 日㈮

平日の集団健 ( 検 ) 診にお越しになれない方は、
次の 2 つの方法でも受診いただけます。

ご自身の都合に合わせてご活用ください。

平日の受診が難しい方へ
　①日曜日にまとめて受ける「総合健診」
　  日曜日に実施する健診です。※事前の予約が必要です。

　②かかりつけ医などで受ける
　　　　　　　　「個別医療機関健 ( 検 ) 診」

　�医療機関でも、一部の健 ( 検 )
診を受診することができます。

　�受けられる健 ( 検 ) 診の種類
や、医療機関の一覧などはお
手元の「けんしんガイド」6
ページをご確認ください。

　※�受診の際は、事前に各医療機関
へ直接お問い合わせください

日程 会場

9月 13日㈰
田沢湖健康増進
センター

（田沢湖病院となり）

9月 27日㈰ 西木コミュニティー
センター

10月 4日㈰ 角館交流センター

予約方法
右の二次元コードをスマートフォ
ンなどで読み取るか、お電話でご
予約ください。

詳しくはこちら

□� 健 ( 検 ) 診受診券
　（5月に届いたピンク色の封筒に入っています）
□ マイナ保険証または資格確認書
□ 健 ( 検 ) 診料金

 👜 当日の持ち物　

以下の方は、健 ( 検 ) 診料金が無料
になります。
• 仙北市国保加入者
• 年度年齢70歳以上の方
• 後期高齢者医療保険加入者
• 生活保護受給者
•�市民税非課税世帯の方 ( 証明書の
提示が必須です )
詳しくは「けんしんガイド」をご覧ください。

 👛 健診が無料になる方　

「けんしんガイド」
はこちら

●�このページに関する問合せ／
保健課　☎43-2252
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保健と健康掲示板ささえる
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田沢湖健康
増進センター

田沢湖病院

入口

番号札配布場所 駐車場

�健 ( 検 ) 診 を 受 診
される方はこちら
をご利用ください。



一般介護予防事業一般介護予防事業
「あたまとからだの若返り教室」を開催します「あたまとからだの若返り教室」を開催します

　認知症への「備え」として、生活習慣病を予防し放置しないことや、脳を動かすことは大切なことだと言われていま
す。教室に参加して一緒に楽しく学んだり体を動かしたりしませんか？
　皆さんのお近くの会場で開催しますので、お友だちや近所の方も誘ってお気軽にご参加ください！

●対象者／おおむね 65 歳以上の市民の方
●�期間／９月～令和９年２月（おおむね月１回、各会場５回ずつ開催します）
●開催時間／
▶午前開催の場合：10 時～ 11 時 30 分
▶�午後開催の場合：13 時 30 分～ 15 時（下延コミュニティセンターは 14 時～ 16 時）
●�内容／保健師による血圧測定・健康相談（初回参加日）、認知症予防についてのお話

と運動（ペタンク、コグニサイズなど）を組み合わせた内容です。
●会場／
▶�角館地区〈午後〉：�健康管理センター、中川コミュニティセンター（旧中川小学校）、

白岩コミュニティセンター（旧白岩小学校）、下延コミュニティセ
ンター（下延オレンジカフェと合同開催）

▶�田沢湖地区〈午前〉：健康増進センター
　　　　　　 〈午後〉：�神代就業改善センター、田沢交流センター
▶�西木地区〈午前〉：クリオン
　　　　　 〈午後〉：林業総合センター（桧木内診療所）
●�持ち物／飲み物、動きやすい服装、めがね（必要な方）
●�申込期日・方法／包括支援センターまでお電話でお申

し込みください。
●�その他／参加申し込みをされた方には、後日詳しい日

程・内容を郵送します。
●問合せ／包括支援センター　☎ 43-2283

オレンジガーデニングプロジェクト始動中！＆写真募集！オレンジガーデニングプロジェクト始動中！＆写真募集！

　オレンジガーデニングプロジェクトとは、認知症の方が自分らしく暮らし続けられる社
会の実現に向けて、「認知症になっても暮らしやすいまちをみんなで創っていこう！」と
いう思いを共有し、全国各地でオレンジ色の花を咲かせるプロジェクトです。
　今年は、市内グループホームに入居されている方々が育てたオレンジ色のマリーゴール
ドの苗と、手作りの立札を、市内グループホームで配布しました。市内各地でオレンジ色
の花々が元気に育っているところです。今からオレンジ色の花を購入して育て、このプロ
ジェクトにご参加いただく方も大歓迎です。
　９月の世界アルツハイマー月間に、このプロジェクトの写真展を開催します。

●�応募方法／８月 21 日㈮までに、包括支援センターのメールアドレス (sen-hokatsu@
city.semboku.akita.jp) までオレンジ色の花の写った写真のデータをお送りいただく
か、ご自身で 2L サイズに印刷し包括支援センター窓口までお持ちください。
●�展示場所／応募いただいた写真は、角館庁舎、総合情報センター、田沢湖図書館などで

行うアルツハイマー月間の展示と一緒に掲示します。
●問合せ／包括支援センター　☎ 43-2283

「個別同行訪問事業」を開始します「個別同行訪問事業」を開始します

　包括支援センターでは、リハビリ専門職がご自宅などを訪
問し、身体機能・生活動作の評価、段差などの住環境の確認
を行い、サービス利用などに関する助言を行う「個別同行訪
問事業」を実施します。
●内容／リハビリテーション専門職への相談。
●�相談例／リハビリのサービスの導入や福祉用具の選定、住

宅改修についての相談。身体機能・生活動作などに関する
不安解消のための相談。ストレッチ・筋力トレーニング、
痛みへの対処などについての相談など。

●��対象者／以下の要件をすべて満たす方
▶�要支援１、要支援２の要支援認定または事業対象者の認定が

ある方
▶介護サービスを利用予定、または利用中の方
●時期／申し込み確認後、随時実施
●申込・問合せ／包括支援センター　☎ 43-2283
※�担当ケアマネジャーがいる方はケアマネジャーを通してお申し込み

ください。

「介護予防出張講座」を開始します「介護予防出張講座」を開始します

　包括支援センターでは、高齢者が介護予防をし
ながら健康に過ごしていくために、市内事業所や
地域団体などの集いの場へリハビリ専門職（理学
療法士、作業療法士、言語聴覚士）などを派遣し、
出張講座を行います。
●内容／講話や実技
●�対象／市内の通所介護事業所、訪問介護事業所、

小規模多機能型居宅介護事業所、地域団体など
●�申込期間／８月３日㈪～令和９年１月 15 日㈮ 
●実施期間／９月 15 日㈫～令和 9 年 2 月 26 日㈮
※原則 平日
※�講師資料作成のため、実施日の 1 か月半程度前まで

にお申し込みください。
●�申込・問合せ／包括支援センター
　　　　　　　　☎ 43-2283

認知症 SOSメールへの登録にご協力をお願いします認知症 SOSメールへの登録にご協力をお願いします

　市では、認知症などによって高齢者の方が行方不明に
なった際、早期に発見・保護するための情報を「仙北市安
全安心メール」で配信しています。このメールは、行方不
明になった方のご家族などから依頼があった場合のみ配信
される仕組みです。地域の見守りの輪を広げるため、ぜひ
登録をご検討ください。
●配信される情報／
▶�認知症 SOS：�行方不明になった方の特徴などを配信し、

早期発見・保護への協力を呼びかけます。
▶�災害情報：�熊の出没情報、気象注意報などの緊急情報を

配信します。
※�安全安心メールの登録項目より、「防災情報等」の選択をお願

いします。
●登録の仕方／
　�市ホームページの「仙北市・安全安心住民情報」よりメー

ルの登録をお願いします。

●登録時の手順／
①�電子メール／電子メールアドレス（再入力）： メールア

ドレスを入力してください。
②�地域・性別・生年／お住まいの地域・性別・西暦（4 桁）

を入力してください。
③�購読したいメールマガジン／「防災情報等」にチェック

を入れてください。
④登録／内容を確認し、送信してください。
●見かけたときは／
　�配信内容に該当する方を見かけた際は、仙北警察署（TEL：

0187-53-2111）または110番へご連絡をお願いします。
　皆さまからのご登録をお待ちしています。
●問合せ／包括支援センター　☎ 43-2283

保健と健康掲示板ささえる
つながる保健と健康掲示板 ささえる

つながる
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ペタンクの様子

風船バレーの様子肩たたきしている様子

種まきの様子

苗の譲渡を行いました
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に

心
豊
か
に

・中央公民館
☎43-3535

・田沢湖公民館
☎43-1061
・角館公民館
☎54-1110

「
触
っ
て
覚
え
る
！
ス
マ
ホ
教
室
」

「
羊
毛
の
フ
リ
ー
ス
マ
ッ
ト
作
り
教
室
」

　
秋
田
県
産
の
羊
毛
で
織
る
フ
リ
ー
ス
マ
ッ
ト

作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
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小
さ
な
マ
ッ
ト
４
枚
を
組
み
合
わ
せ
て
、
イ

ス
に
ぴ
っ
た
り
の
敷
物
に
。

●�

日
時
／
①
8
月
27
日 

②
9
月
24
日

　

�

③
10
月
29
日 

④
11
月
26
日(

毎
回
木
曜
日・

全
４
回)

10
時
～
12
時

●
場
所
／
小
野
崎
家（
角
館
公
民
館
）

●�

講
師
／
梁
田 

ゆ
う
子 

氏

●
受
講
料
／
各
回
８
０
０
円(

材
料
代)

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
8
月
3
日
㈪
～

※�

定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
終
了

●�

問
合
せ
／
角
館
公
民
館

　
基
本
的
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
や
、

自
分
の
身
を
守
る
情
報
を
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得
で
き
る
よ
う
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
プ
ロ
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

●�

日
時
／
8
月
21
日
㈮

  

①
10
時
～
12
時 

②
13
時
～
15
時

●�

場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱
担
当
職
員

●�

内
容
／

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
と
防
犯

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
と
防
災

※�

①
、
②
と
も
ク
マ
ダ
ス・
仙
北
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
案
内
を
含
み
ま
す
。

※
片
方
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

●�

受
講
料
／
無
料

●�

持
ち
物
／
普
段
使
用
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

※�

当
日
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
デ
モ
機
を
使
用
し
ま

す
。

●�

定
員
／
15
人

●�

募
集
期
間
／
8
月
3
日
㈪
～
8
月
17
日
㈪

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

 「
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
」

　
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
っ
て「
よ
ろ
い
編
み
」

の
技
法
を
学
び
、
素
敵
な
バ
ッ
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を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

●�

日
時
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①
8
月
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②
８
月
26
日
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�

③
９
月
2
日（
毎
回
水
曜
日・全
３
回
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分	

●
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�
講
師
／
荒
木 

和
子 

氏

●�
受
講
料
／
１
0
０
０
円
程
度（
ク
ラ
フ
ト
テ
ー

プ
代
）

※
初
回
の
み

●�

持
ち
物
／
は
さ
み
、
メ
ジ
ャ
ー
、
せ
ん
た
く

ば
さ
み
10
個
、
筆
記
用
具

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
8
月
3
日
㈪
～
8
月
14
日
㈮

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

地
域
学
校
協
働
活
動 

桧
木
内
小
・
中
学
校

「
内
陸
線
駅
舎
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」

公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
9
時
か
ら

17
時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
６
月
25
日
、
桧
木
内
中
学
校
全
校
生
徒
13

名
と
桧
木
内
小
学
校
４･

５･

６
年
生
22
名

で
、
内
陸
線
の
駅
舎
清
掃
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
羽
後
長
戸
呂
、
松
葉
、
羽
後
中
里
、
左
通
、

上
桧
木
内
の
各
駅
舎
を
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
中
学
生
を
リ
ー
ダ
ー
に
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
人
が
駆
け

つ
け
て
、
一
緒
に
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
だ

駅
舎
も
あ
り
ま
し
た
。

　
空
き
缶
、
雑
草
、
ク
モ
の
巣
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
な
ど
の
ゴ
ミ
や
汚
れ
が
目
立
つ
駅
舎

が
多
く
、
き
れ
い
に
な
る
ま
で
結
構
な
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
小
学
生･

中
学
生
と
も

協
力
し
て
一
生
懸
命
清
掃
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
ふ
る
さ
と
を
思
い
、
ふ
る
さ

と
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
高
め
て

い
ま
す
。
11
月
に
は
２
回
目
の
内
陸
線
駅
舎

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
中

学
生
は
、
11
月
の
活
動
が
桧
木
内
中
学
校
生

徒
と
し
て
最
後
の
駅
舎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
な
り
ま
す
。
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▶�夏帆《村上春樹》
▶�海が天に届くとき《愛野史香》
▶�神の代役《乾ルカ》
▶�おみおくり食堂で最後のお別れを《水瀬さら》
▶�快眠ツボ《包強》
▶からだの厚みを薄くする《土屋元明》
▶疲れと女性のプチ不調《高尾美穂》
▶�ＡＩ時代の新しいおうち英語《中林くみこ》
▶ �13 歳から知っておきたい世界の常識・非常識《谷本

真由美》
▶�おれのなまえはイッパイアッテナ《斉藤洋》
▶�きけん！ねっちゅうしょうにちゅうい《森戸やすみ》
このほかたくさんの新刊が入っています。

新着図書を紹介します

田沢湖図書館 ☎ 43-1307 8月の
休館日

3 日 ( 月 )、10 日 ( 月 )、11 日 ( 火・祝 )、
17 日 ( 月 )、24 日 ( 月 )、31 日 ( 月 )、
9 月 1 日 ( 火・整理休館 )

Instagram

フォローお願いします

学習資料館 ☎ 43-3333

◀
『夜の恩寵』
《三浦しをん》
集英社

▶
『うごく』

《真貝寿明 / 指導
岡本好明 / 写真》

フレーベル館

スマホで簡単
蔵書検索

8月の
休館日

3 日 ( 月 )、10 日 ( 月 )、11 日 ( 火・祝 )、
17 日 ( 月 )、24 日 ( 月 )、31 日 ( 月 )、
9 月 1 日 ( 火・整理休館 )

▶�高畑勲と「火垂るの墓」─「幻の脚本」と「7 冊の構想
ノート」を読み解く─《寺越陽子／著》

▶�文藝年鑑 2026《公益社団法人　日本文藝家協会／編》
▶�ハロー、ベイビー《キム・ウィギョン／著、小山内園子

／訳》
▶写真があってよかった─森山大道伝─《大竹昭子／著》
▶�邦人拉致─その時、自衛隊特殊部隊が生まれた─《伊藤

祐靖／著》
▶�たぶん、恋しい《一穂ミチ／著》
▶�海のほとりのプラネット《義井優／著》
ほかにもたくさんの新刊が入っています。

新潮社から寄贈された図書を紹介します

◀�
『朱天の都』
《加賀谷きよい / 著》

▶
『おつむの良い子は

　長居しない』
《高嶋政伸 / 著》

８月のテーマ展示８月のテーマ展示
「おいしいは、やさいから！」

夏野菜が美味しい季節！
野菜を使ったレシピ本を集めました。

おはなしおはなし玉手箱玉手箱

おとなもどうぞ！

※入場無料
22日㈯ 10:00～

8月8月  とことこタイムとことこタイム

ぐずったらどうしよう、
なんて気にしなくて大丈夫な時間

毎週土曜日　9：00～ 12：00

「山の日」

～表紙が青い本を集めました～～

≪8月のテーマ展示≫

「青！青！青！」

～８月 11 日は山の日
身近な山をもっと知ろう！～

10:00～
1時間程度

8月1日㈯

パネル
シアタ― 「おおきなだいこん」

みんなでオバケちゃんをつくりましょう！

大型
紙芝居 「アメをかいにくるおんな」

おはなしかい うさぎのみみおはなしかい うさぎのみみ

夏のお話し会
８月６日㈭ 14：00 ～ 14：20　下学年向け
　　　　　 14：30 ～ 14：50　上学年向け

場所 : 総合情報センター 研修室
入場無料、予約不要

子どもから大人まで楽しめるお話し会です

新潮社記念文学館朗読ボランティアやさいの花

かわいいおばけのお話しをします



24 24 Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations2026- 82026- 8広報せんぼく広報せんぼく2525 教育委員会 学校教育課内 北浦教育文化研究所  ☎43-3387

心豊かな教育文化のまち《仙北市教育委員会だより》

きたうら
第 176 号

Ｊ
Ｆ
Ａ
「
夢
の
教
室 

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　(

市
内
小
学
校
）

　
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
「
夢
の
教
室
」
が
、
６
月
上
旬
に

市
内
の
全
小
学
校
５
年
生
を
対
象
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
の

「
夢
先
生
」
が
、
夢
を
持
つ
素
晴
ら
し
さ

や
努
力
の
大
切
さ
を
児
童
た
ち
に
伝
え

る
取
り
組
み
で
す
。

　
桧
木
内
小
で
は
徳
田
先
生
が
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
失
敗
を
重
ね
て
夢
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、
夢
を
話
す
こ
と
は

夢
が
叶
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
熱
く
語

り
か
け
ま
し
た
。
そ
の
情
熱
に
応
え
る

よ
う
に
児
童
９
人
全
員
が
「
陸
上
競
技
・

大
リ
ー
グ
・
プ
ロ
野
球
・
プ
ロ
バ
ス
ケ
・

卓
球
の
選
手
に
な
り
た
い
」「
ピ
ア
ノ
の

先
生
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
り
た

い
」
と
堂
々
と
発
表
。
真
剣
な
眼
差
し

で
夢
を
語
る
姿
に
徳
田
先
生
も
深
く
感

動
し
て
い
ま
し
た
。
浅
利
心
春
さ
ん
は

「
今
ま
で
は
失
敗
は
怖
か
っ
た
け
ど
話
を

聞
き
、
失
敗
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
て

夢
に
た
ど
り
着
け
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
前
を
見
据
え
て

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
租
税
教
育
推
進
校
で
あ
る
西
明
寺

小
学
校
で
６
年
生
を
対
象
に
税
務
署
員
に
よ
る

租
税
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
税
金
が
身
近
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
に
使
わ
れ
て
い
る
仕
組

み
を
学
び
、
児
童
か
ら
は「
へ
ー
！
」と
驚
き

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た「
税
金
1
千
万
円
の

使
い
道
を
決
め
よ
う
」で
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

を
す
べ
て
叶
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
予
算
作
り

の
難
し
さ
に
困
惑
し
つ
つ
も
楽
し
そ
う
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
齋
藤
緑
夏
さ
ん
は「
街
づ
く
り
は
1
千
万
円

で
は
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
人
は
限
ら
れ
た

お
金
を
う
ま
く
使
っ
て
す
ご
い
な
」と
振
り
返

り
ま
し
た
。
最
後
は
全
員
が
１
億
円
分
の
紙
幣

の
見
本
に
触
れ
て
大
喜
び
。
税
金
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
の「
社
会
の
会
費
」で
あ
る
こ
と

を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
鈴
木
一

耀
さ
ん
は「
６
年
間
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
勉

強
し
て
き
た
け
れ
ど
た
く
さ
ん
の
税
金
を
使
っ

て
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

【今年度の夢先生】
    桧木内小・生保内小
    徳田 由美子　先生（陸上競技）
    角館小
    細梅 靖晶　先生（ラクロス）
    西明寺小・神代小
    安永 聡太郎　先生（サッカー）

児童それぞれの考えで税金 1,000 万円の使い
道が異なりました。ゴミ処理場は？病院は？学
校は？と優先順位を考える学習はとても深い
学びとなりました。

租
税
教
室(

西
明
寺
小
学
校
）

福
島
県
中
島
村
教
育
委
員
会      

　
　
　
　
　
　
　   

行
政
視
察   

　 

　（
角
館
小
学
校
・
仙
北
市
教
育
委
員
会
）

　
６
月
に
福
島
県
西
白
河
郡
中
島
村
教
育

委
員
会
の
皆
さ
ん
が「
学
力
向
上
」を
目

的
に
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
24
日
に
は
角

館
小
学
校
で
５
年
生
算
数「
小
数
の
倍
」

の
授
業
を
公
開
。
児
童
た
ち
は
目
を
輝
か

せ
、「
わ
か
っ
た
！
」「
難
し
い
！
」と
大
に

ぎ
わ
い
。
教
育
専
門
監
の
阿
部
匠
先
生
の

合
図
で
一
斉
に
立
ち
上
が
り
、
熱
心
に
意

見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。「
も
っ
と
時
間

が
ほ
し
い
！
」と
話
し
合
い
を
延
長
す
る

場
面
も
あ
り
、
そ
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
を
堂
々
と
発
表
し
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
授
業
後
、
橋
本
理
玖
さ
ん
は「
難

し
か
っ
た
け
ど
、
友
だ
ち
と
話
し
た
ら
分

か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
！
」と
、
充
実
し

た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
翌
日
、

市
教
委
が
本
市
の
教
育
施
策
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
視
察
の
方
々
か
ら
は

「
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と
学
ん
で
い

る
」「
あ
き
た
型
授
業
を
見
学
で
き
て
嬉
し

い
」「
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
参
考
に
な
っ

た
」な
ど
温
か
い
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

自由に意見を言い合える開放的な雰囲
気の中、市が掲げる「骨太の人間の育
成」の姿を示すことができました。

閉
校
記
念 

駒
ヶ
岳
全
校
登
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        (

桧
木
内
中
学
校
）

　
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
桧
木
内
中
学
校

が
、
閉
校
記
念
の
全
校
登
山
を
実
施
し
ま
し

た
。
野
鳥
の
さ
え
ず
り
や
熊
よ
け
鈴
の
音
が
響

く
中
、
八
合
目
か
ら
新
道
コ
ー
ス
を
進
み
阿
弥

陀
池
に
到
着
。
そ
こ
か
ら
は
有
志
が
男
女
岳
の

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
山
頂
か
ら
は
乳
頭
山

へ
と
連
な
る
南
八
幡
平
や
田
沢
湖
、
男
岳
、
阿

弥
陀
池
を
一
望
で
き
、
そ
の
大
パ
ノ
ラ
マ
に
誰

も
が
深
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
小
野
唯
真
さ

ん
は
「
昨
年
は
ガ
ス
で
見
え
な
か
っ
た
景
色

が
、
今
年
は
遠
く
ま
で
綺
麗
に
見
え
て
本
当
に

良
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
昼
食
後

は
、
新
道
コ
ー
ス
を
引
き
返
す
班
と
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
コ
ー
ス
を
進
む
班
に
分
か
れ
て
下
山
を
開

始
。
行
き
交
う
登
山
客
と
元
気
な
挨
拶
を
交
わ

し
、
高
山
植
物
を
楽
し
み
な
が
ら
、
無
事
に
両

班
と
も
八
合
目
に
到
着
し
ま
し
た
。
浅
利
結
花

さ
ん
は
「
昨
年
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
コ
マ
ク
サ

が
見
ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
山
頂
か
ら
の
景
色

は
、
田
沢
湖
と
空
が
と
て
も
近
く
に
感
じ
ら
れ

た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

終わりの会では「天気がよくて良かった。またみ
んなで集まったときに登山がしたい」と金澤颯さ
んが振り返りました。

※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。
電話相談 時間 平日 8:45 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-3305　　《携帯》080-2813-0835

前日まで電話予約が必要です（☎ 43-3305）

こどもカレンダーこどもカレンダー
月◆場　所 健康管理センター（角館）

◆問合せ 仙北市こども家庭センター  ☎ 43-3305

母子手帳アプリ「なないろ by 母子モ」では、随時
情報を更新しています。ダウンロードはこちらから！ →

日にち 内容 対象者 時間
7日㈮ ベビーマッサージ 2か月後半～1歳未満 9:15～

おやこで楽しむふれあい講座 （前日まで申し込みが必要です）

日にち 受付時間 内容
4日㈫・25日㈫ ９:00 ～・個別面談 ( 保健師、管理栄養士など )

・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・応援プラン作成18日㈫ 13:15 ～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確認で
きるもの（運転免許証、パスポートなど）  ④妊婦支援給付金申請のため妊
婦本人名義の口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付 88
☎080-1663-4494子育てサポート　「はっぴい・マム」 角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

17日㈪ 10:00 ～ 11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・育児の相
談ができます。個別相談ができますので、希望者
はご連絡ください。

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

3 日㈪・10 日㈪・17 日㈪
24 日㈪・31 日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に遊べる
スペース。申込不要で自由参加。

※ 8/17 ㈪は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

8
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

　
子
育
て
支
援
施
設

　
　
　
　
「
さ
く
ラ
ッ
コ
」お子さまのお誕生日月に遊びに来てくれた方には、

粗品をプレゼントします！

（毎週水・木・金曜日 10 時～ 15 時 開放）8月の開放日
水曜日　5日・12日・19日・26日

木曜日　6日・20日・27日

金曜日　7日・21日・28日

予約不要

問合せ

　市内 4 か所の認定こども園に子育て支援センターがあります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援する
基盤づくりのため、次のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX43-3256　時間 9:30 ～ 11:30

5 日水

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX53-2919　時間 9:30 ～ 11:30

わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX44-2931　時間 9:30 ～ 11:30

なかよしひろば（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX47-2323　時間 9:30 ～ 11:30

・�子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場を開
いています。

・�お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して相談
を受け付けています。

水、氷の感触を楽しもう♡

7 日金

5 日水 好きな玩具で遊んでみよう！

水遊びをしよう！

※�集いの広場の情報は市ホームページ
でもご確認いただけます。

・��子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を提供
したり、活動の支援をしたりします。

　　集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設

　　子育てサークルなどへの支援

　　育児不安などについての相談指導

21 日金

20 日木

はっぴぃルーム

　はっぴいルームは、お友だち作りや、情報交換の場とし
て開放しています。
　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、
引っ越してきたばかりで知らないことばかり・・・と不安
なママ。もちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんも
どうぞ一緒に遊びに来てくださいね。子供が大好きなサ
ポーターが、オモチャを準備してお待ちしていま～す！

・

26 日水 だしのこ園で遊ぼう！

19 日水 氷や水に触れて遊んでみよう！
26 日水 ボールプールで遊ぼう！ (^^ ♪

身体測定・お誕生会をしよう！27 日木

感触遊び、水遊び、夏の製作遊びなど
夏らしさを感じられる遊びを用意して

待ってるよ！

10:30 ～ 12:00「ハンドケア」

26日水 10:00 ～
　　  12:00

「お昼寝フォト週間」

ママのリフレッシュDay

7 日 10:00 ～ 15:00

予約制

わくわく広場

あつまれ！０歳児!!

20日 木

28 金～

家事育児おつかれさまです。頑張っている自分にほんの少
しご褒美を！予約時にマッサージか爪磨きのどちらかを選
択してください。施術はお一人 10 分程度になります。

予約不要

★２L 版を 1 枚プリントアウトしてプレゼントします。
※ 0 歳児以上のお子様も参加可能です！

金

予約制：9 組

10 時～ 15 時の間の 2 時間、お子さまをスタッフが託児
していますので、ママのリフレッシュの時間に使ってく
ださい。詳細はお電話か LINE でお問い合わせください。

日



害獣捕獲用箱罠と捕獲通知システムを寄贈いただきました
㈱北日本鉄工・㈱ケーエンジニアリング

善意ありがとうございます
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副市長に大澤氏が就任

副市長　大澤 裕司

就任のごあいさつ
　このたび、7 月 1 日付で副市長に就任いたしました。身に余る重責を担うこ
ととなり、責任の重さを改めて実感しています。
　現在、本市は人口減少や少子高齢化への対応に加え、持続可能な地域医療の
確保など、多くの課題に直面しています。こうした課題に真摯に向き合い、市
長を補佐しながら、市民の皆さまとの対話を大切にし、これまで培ってきた経
験を活かして職責を果たしてまいります。
　皆さまのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

【主な職歴】
　　平成　6 年 4 月　田沢湖町役場採用
　　平成 17 年 9 月　仙北市職員
　　平成 30 年 4 月　市民福祉部社会福祉課長
　　令和　3 年 4 月　市民福祉部次長
　　令和　4 年 4 月　市民福祉部長
　　令和　5 年 4 月　総務部長

▶総務部長　齋藤 洋（企画部長）
▶企画部長　泉谷 衆（企画部次長
　兼まちづくり課長）
※ 7 月 1 日付、カッコ書きは前職

人事異動のお知らせ

6 月 26 日に開かれた市議会本会議で同意を得て、大澤裕司氏が 7 月 1 日付で副市長に就任しました。

　6 月 22 日、角館庁舎で害獣捕獲用箱罠と捕獲通知システ
ムの寄贈式が行われました。
　寄贈いただいたのは、北秋田市の金属加工会社・㈱北日
本鉄工（代表取締役　鳥潟剛治）が製作した害獣捕獲用箱
罠「入るベアー2」と、秋田市のアプリケーションソフトウェア
開発会社・㈱ケーエンジニアリング（代表取締役　金野正史）
が開発した捕獲通知システム「箱罠テレメータ・入ったベアー」
です。
　このシステムは、箱罠に害獣が捕獲されると、その状況を
ウェブ上で確認できるもので、迅速な対応が可能となります。
　寄贈式では、田口市長が両社に対し、「観光地である仙北
市では、クマ対策の一層の強化が求められています。このた
びのご寄贈に心から感謝申し上げます。有効に活用させてい
ただきます」と謝意を述べました。

若鮎応援プラン大学等進学給付金事業について
　【若鮎応援プラン大学等進学給付金事業】実施のた
め、仙北市出身の草彅正利様から、令和８年３月に 24
万円、令和８年６月に 48 万円のご寄付をいただきまし
た。この事業は、若鮎応援プラン進級祝金を高等学校
等在学中に受給した学生を対象としており、教育の機会
均等を図るため学業成績が優秀であるにもかかわらず
経済的な理由により修学が困難な大学等進学の学生に
対して給付金の支給を行うものです。現在４人が給付学

生として認定を受けています。支給金額は月額 4 万円
で四半期ごとに４回支給を予定しています。草彅様から
は、今後もご寄付を継続したいとの意向をいただいてお
り、未来を担う子どもたちのためにこの事業を通じて活
用させていただきます。　

問合せ /仙北市学校教育課　☎43-3382

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

各分野で活躍された皆さまをご紹介します

　6 月 14 日、田沢湖クレー射撃場で令和 8 年度第 6
回角館猟友会クレー射撃大会が開催されました。

【大会の結果】（敬称略）
▶優勝 伊澤芳朗　　　　　▶第 4 位 茂木直人
▶準優勝 菅原清一　　　　▶第 5 位 鈴木治
▶第 3 位 笹渕誠

令和 8 年度 第 6 回角館猟友会クレー射撃大会

　行方不明となっていた高齢男性の早期発見に貢献し
た松橋広さんへ、仙北警察署長から感謝状が贈られま
した。 
　松橋さんは、6 月 13 日に行方不明となっていた高
齢男性を発見・保護し、人命救助に多大な貢献をされ
ました。その迅速で的確な対応により、男性の安全確
保につながりました。 
　この功績を称え、仙北警察署長から感謝状が贈呈さ
れました。

松橋広さんへ、
仙北警察署長より感謝状を贈呈

　第 68 回秋田県美術展（県展）のデザイン部門で、角
館中学校 3 年の坂本絆奈（はんな）さんの作品「潮目
の彼方」が特賞 ( 県知事賞）を受賞しました。7 月 13
日には、市役所を訪れ、田口市長に受賞を報告しました。
　坂本さんは、「小さな頃から絵を描くことが好きでし
た。これからも描き続け、将来はデザインの道に進み
たいです」と笑顔で話してくれました。

第 68 回秋田県美術展 ( デザイン部門）

　７月７日、西木消防分署において、人命救助に貢献
された鈴木千代和さんと竹下正勝さんへ、消防長より
感謝状が贈呈されました。
　2 人は 5 月 25 日 16 時頃、農作業中に隣接する農業
用用水路に流されていた男性を発見。協力して用水路
から引き揚げ救助しました。その後、男性は駆けつけ
た救急隊へ引き継がれ、市内の医療機関へ搬送されま
した。
　迅速な行動により尊い命が救われたことから、その
功績を称え、感謝状が送られました。

鈴木千代和さんと竹下正勝さんへ、
消防長より感謝状を贈呈

左から田口市長、金野さん、鳥潟さん

左から松橋広さん、佐藤仙北警察署長 左から鈴木千代和さんと竹下正勝さん
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

～田沢湖と澄
ちょうせいこ

清湖を結ぶ友好の架け橋～

「台湾自来水公司」とは
台湾の水道行政を担う国有企業として、水源管理から給水ま
でを一貫して担い、澄清湖をはじめとした水資源を人々 の暮
らしへ届けています。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

人権擁護委員、委嘱状交付

仙北市病院事業インタビュー！

～信頼される病院を目指して～
本特集では、仙北市病院事業スタッフへのインタビューを通じて、
仕事の魅力・やりがいなどを多角的な視点から掘り下げていきます！
この仕事に就こうと思ったきっかけを教えてください！
　小学校２年生の時、大好きだった祖父を肉腫で亡くしたことが、
医師を志すきっかけになりました。身近に医師や歯科医師の叔父た
ちがいたこともあり、医師という仕事を自然と身近に感じていまし
た。その頃から「がんを治す医師になりたい」と考えるようになり
ました。 
　医学部に入ってからも、がんを手術で治療する診療科に進みたい
と考えていましたが、一方で、手術を数多く経験したいという思い
もあり、最終的には手術件数の多い整形外科を選びました。

職場として角館総合病院を選んだ理由を教えてください！
　最初のきっかけは、大学医局の人事でした。医師の多くは大学の
医局に所属しており、勤務先は大学から打診されて決まることがあ
ります。私が当時の公立角館総合病院へ赴任したのは、1999 年７月
でした。 
　角館は自然に恵まれた美しい町で、とても住みやすい場所です。
また、秋田市や盛岡市へのアクセスも良く、新幹線もあるため、仙
台や東京にも移動しやすいという利便性もあります。そうした環境
にも魅力を感じ、今後も角館総合病院で勤務したいと希望し、現在
に至っています。 

仕事における「やりがい」は何ですか？
　整形外科は、命に直結する場面ばかりではありませんが、患者さ
まの生活の質や健康寿命に大きく関わる診療科です。骨折した方の
治療や、足腰の痛みによって日常生活に支障をきたしている方の症
状改善などに取り組んでいます。 
　特に、膝関節の痛みで歩くことが大変だった方が、人工関節置換
術によって再び歩けるようになった時や、体を動かすことが難しかっ
た方が腰の手術によって症状が改善し、歩いて退院される姿を見る
と、「手術をしてよかった」と強く感じます。

市立角館総合病院　院長

蝦
え び な

名　寿
としひと

仁　先生

今後も病院スタッフのインタ
ビュー記事をお届けします！

特集
Vo
l.１

印象に残っている出来事を教えてください！
　最も印象に残っているのは、東日本大震災です。当時、私は手術中
でした。手術する部分を照らす無影灯が大きく揺れ、ぐるぐると回っ
ていた光景を、今でも鮮明に覚えています。
　その後しばらくは医療物資が十分に入らず、普段通りの医療を行う
ことが難しい状況が続きました。当時、当院には DMAT（災害派遣医
療チーム）はありませんでしたが、現在は災害時に各地へ派遣される
体制が整えられています。災害時にも地域の医療を守ることの大切さ
を、改めて実感した出来事でした。 

これからの地域医療について、どんな未来を描いていますか？
　人口減少の影響もあり、私が赴任した当時と比べると、病院の規模
は少しずつ変化してきています。すべての疾患を当院だけで治療でき
るわけではありません。 
　それでも、私たちは「仙北市民の生命を守る」という思いを大切に、
日々の診療にあたっています。これからも、地域の皆さまに今まで以
上に信頼していただける病院を目指し、職員一同、力を尽くしてまい
ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

　7 月 1 日に大仙市神岡・ささくら公園で、第 20 回大仙 ･ 仙北 ･ 美郷畜産共進会が開催されました。市内からは
第 1 部肉用牛の部と第 3 部肥育牛の部に、5 農家 10 頭が出品され、肥育牛の部では西木の伊藤則夫さんが優等賞
を受賞しました。なお、第１部肉用牛の部で上位の成績を収めた牛は 9 月 2 日に開催される秋田県和牛改良共進会
に出品する予定です。
　成績は次のとおりです。

【成績】〈敬称略〉
第 1 部 肉用牛
▶第 1 類 ( 育成雌 ) １等賞 におう 568 号 相馬勲（角館） ( 県共出品 )
▶第 1 類 ( 育成雌 ) ２等賞 そのだ 330 号 菅原孝作 ( 角館 ) ( 県共出品 )
▶第 2 類 ( 若雌の 1) 1 等賞 こまくさ 123 号 小原洋一（田沢湖） ( 県共出品 )
▶第 2 類 ( 若雌の 1) 2 等賞 におう 561 号 相馬勲（角館）
▶第 3 類 ( 若雌の 2) 1 等賞 はるな号 ㈱チクテック ( 田沢湖 ) ( 県共出品 )
▶第 3 類 ( 若雌の 2) 2 等賞 みふゆ号 ㈱チクテック ( 田沢湖 ) ( 県共出品 )
第３部 肥育牛
▶優等賞 源鈴号 伊藤則夫 ( 西木 )
▶ 2 等賞 1 席 休太号 伊藤則夫 ( 西木 )
▶ 2 等賞 8 席 たかこ号 ㈱チクテック ( 田沢湖 )

　令和 8 年 7 月 1 日付けで浅利浩子さん（再任：西木町桧木内）、茂木一代さん（再任：角館町小勝田）に人権擁護
委員の委嘱が法務大臣より発令されました。委員の任期は 3 年で、地域の皆さんに人権について関心を持ってもら
えるような啓発活動や、人権相談などを積極的に行っています。

　仙北市を代表する観光資源の一つである田沢湖の「たつこ像」。
実は、海を越えた台湾にもあることをご存じでしょうか。
　1986 年、当時の田沢湖町は、冬季の観光振興を模索する中で
台湾との交流に着目し、高雄市の澄清湖と出会いました。これをきっ
かけに、田沢湖町の商工会と観光協会が「田沢湖国際交流促進協
議会（仙北市国際交流協会の前身）」を組織しました。
　両湖の「姉妹湖」提携に向けた取り組みが始まり、翌 1987 年
11月 4 日には、日台間初となる姉妹湖提携の調印に至りました。
　この提携を記念し、1990 年には澄清湖に 「辰子飛翔の像」を
贈り、翌 1991年には澄清湖を管理する台湾自来水公司から「飲水
思源像」が田沢湖に贈られました。
　また、飲水思源像周辺では毎年、国際交流協会による花壇の植
栽活動が行われ、現在も友好の歴史が大切に受け継がれています。

第 20 回大仙・仙北・美郷畜産共進会

2828Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations広報せんぼく広報せんぼく2929 2026- 82026- 8広報せんぼく広報せんぼく

交流 40 周年に向けて

【問合せ】
仙北市国際交流協会事務局（交流デザイン課）　☎ 43-3353

➡

田沢湖に行った際
は、歴史や想いに
ふれられる「飲水
思源像」へぜひお
立ち寄りください。

澄清湖に贈った
「辰子飛翔の像」

➡

肥育牛の部で優等賞を受賞した伊藤則夫さん夫婦
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

デジタルで描く、未来のまち
～デジタルツイン活用へ 3 者が連携協定を締結～

　6月23 日、仙北市、㈱テクノス秋田、㈱フォーラムエイトの
3 者は、「デジタルツインによる持続可能な地域の実現に向け
た連携協定」を締結しました。
　デジタルツインとは、現実世界に存在するモノや空間を、デ
ジタル空間上に再現する技術です。
　今後は、防災やインフラ維持管理、観光振興などさまざま
な分野でこの技術を活用し、将来像を可視化できるなど、地
域課題の解決に繋がる取り組みを行う予定です。

職人の技とものづくりの楽しさ
～秋田県建築労働組合角館支部主催 第 31 回住宅デー～

　6 月 21日、秋田県建築労働組合角館支部主催
の「第 31 回住宅デー」が立町ポケットパークで開
催されました。
　会場では、職人による刃物研ぎが行われ、多く
の来場者でにぎわいました。次々 と持ち込まれた刃
物は、職人の手によって切れ味鋭い一品へと生ま
れ変わっていました。また、職人の指導を受けなが
ら木工品を製作する木工教室も行われました。
　市内から参加した藤川瑛斗さんは、「最初はうま
くできませんでしたが、後半はコツをつかんで上手
に釘を打てるようになりました。うれしかったです」
と笑顔で話しました。
　小野支部長は、「最近はパソコンなどに興味を持
つ子どもが増えています。金づちを使って物を作り
上げる楽しさを知ってもらいたいです」と話してい
ました。

建設の仕事を楽しく体験
～第 6 回はたらくくるま見学会～

　6 月 26 日、佐藤建設 （株）で 「第 6 回はたらくくるま見
学会」が開催され、園児たちがさまざまな建設機械に乗車
し、仕事の魅力に触れました。
　この見学会は、新型コロナウイルス感染症の流行で園の
行事が相次いで中止となる中、「園外に出掛けなくても子ど
もたちが楽しめるイベントを」との思いから、だしのこ園と
佐藤建設（株）が中心となって始まった取り組みです。地域
の機械リース会社などの協力を得ながら毎年開催され、今
年で 6 回目を迎えました。
　

　会場にはショベルカーや高所作業車など多くの建設機
械が並び、園児たちはオペレーターの説明を受けながら運
転席に乗車。実際にレバーを操作してアームを動かすなど、
普段はできない貴重な体験に目を輝かせていました。
　イベントを主催した平川槙妙子さんは、「建設業は人手不
足が続いています。この体験を通して、建設の仕事を身近
に感じてもらえたらうれしいです。男の子だけでなく女の子
にも興味を持ってもらい、将来の職業を考えるときに建設
業も選択肢の一つとして思い出してもらえれば」と話しまし
た。

仙北市を伝える、新たな力
～地域おこし協力隊に着任　西山 伶（にしやま れい）さん～

　仙北市地域おこし協力隊として西山 伶（にしやま れい）さん
が着任し、7月1日に委嘱状が交付されました。
　仙北市ではこれまで12 人の協力隊員を受入れ、西山さん
が 13人目となります。
　大分県出身の西山さんは、幼少期をアメリカで過ごしたの
ち、2014 年に帰国。その後、東京都内の高校、大学を卒業
しました。都内で生活する中、昨年、10 日間の滞在型体験
プログラム（リトリート推進モニターツアー）に参加したことで、
仙北市の自然と人の温かさが持つ力を実感。この地での暮ら
しに強く惹かれ、これが転機となり協力隊に応募したそうで
す。
　学生時代から音楽アーティストとして活動し、自主イベント
の企画・運営や、フォロワー数２万人規模の SNS 運用により、
広く国内外への情報発信を行ってきました。
　西山さんは協力隊として、当市の景観価値を活かしたリト
リート推進をミッションとして、SNS などのさまざまな媒体を
利用した PR 活動や、グリーンツーリズムを通した関係人口
の創出などに取り組みます。

7 月号の記事（27 ページ 未来に残そう　角館のサクラ～桧木内川堤のサクラに春の施肥作業（お礼肥え）～）の
中で表記に誤りがありました。訂正してお詫びいたします。　【誤】6 月 31 日　→　【正】5 月 31 日

訂正とお詫び

　　八幡平地域の魅力と価値を再確認
～十和田八幡平国立公園 八幡平地域指定 70 周年記念フォーラムを開催～　　

　7月10 日、十和田八幡平国立公園の仙北市を含む「八
幡平地域」は、国立公園指定 70 周年を迎えたことを記
念し、八幡平ハイツ（岩手県八幡平市）にて「十和田八幡
平国立公園八幡平地域指定 70 周年記念フォーラム」が
開催されました。
　八幡平地域の魅力と価値を再確認するとともに、国立
公園の保護と利用のさらなる発展を目指すために開催さ
れ、一般参加者や関係者など約 200 名が参加。有識者
による基調講演やパネルディスカッションなどが行われ、
これまでの 70 年の歩みを振り返りながら、国立公園の未
来像について参加者全体で理解を深める貴重な機会とな
りました。 左から石田瑠美子氏、吉田春彦氏、平山順子氏、

山本清龍氏、庄司智春氏、木村卓寛氏



▶仙北市消防訓練大会の主な成績は次のとおりです。（敬称略）

　6 月 28 日、仙北市消防訓練大会が落合運動公園駐車場を会場に行われました。
　小型ポンプ操法の部には、市内の消防団全 10 分団から 14 隊、規律訓練（披露）の部には田沢湖・西木・角館
地区から各 1 隊が出場し、日ごろの訓練の成果を発揮しました。
　大会当日は天候にも恵まれ、団員は一つひとつの動作を正確に素早く行っていました。
　小型ポンプ操法の部の上位３隊は７月 18 日に大仙市で行われた秋田県消防協会大仙仙北美郷支部消防訓練大会
に出場しました。

小型ポンプ操法の部
優　勝　第４分団２班（神代地区）
準優勝　第４分団３班（神代地区）
 第 3 位　第８分団 1 班（中川地区）

個人賞（小型ポンプ）
指揮者　荒澤 勇希（第４分団３班）
１番員　高橋 修造（第４分団２班）
２番員　藤枝 諒平（第10分団２班)
３番員　藤川 篤（第４分団２班 )

磨き上げた技術で、地域の安全を守る
～仙北市消防訓練大会～

交通安全・防犯意識を高める
　7月13 日、西明寺中学校で交通安全教室が開かれ、全
校生徒が参加しました。教室では、運転者目線の映像を用
いた「動画 KYT（危険予測トレーニング）」を体験し、事故
につながる危険な場面を予測しながら、安全な行動につい
て学びました。
　また、自転車の「ながら運転」体験も行われ、生徒
たちは通常走行との違いを実感。注意力が散漫になる

ことで事故につながる危険性を学び、交通ルールを守
ることの大切さや安全運転への意識を高めていました。 
　参加した生徒は「これから自転車を利用する機会が増え
ると思うので、今回学んだことを忘れず、交通ルールを守っ
て安全に運転していきたい」と話し、交通安全への意識を
新たにしていました。
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～西明寺中学校で交通安全教室～

　7月15 日、2026 年ミラノ・コルティナ冬季オリ
ンピックのスキークロス競技日本代表の向川桜子
選手（横手市出身・角館高校スキー部卒）が仙北
警察署の一日警察署長に任命され、交通安全と
防犯を呼びかけました。向川選手は、よねや、ワ
ンダーモール、市役所角館庁舎、市立角館総合病
院を訪れ、買い物客や来庁者に交通安全や防犯
意識の高い地域づくりについて呼びかけました。
　市役所角館庁舎では、角館こども園の年長児
約 30人に交通安全チラシを手渡し、「道路を渡
るときは左右をよく確認すること」など、安全な
行動の大切さを優しく伝えました。園児たちも笑
顔でチラシを受け取り、交通安全への意識を深め
ていました。

～向川桜子さん 一日警察署長（仙北警察署）～

思いおもいの作品を創作
～夏の芸術体験教室～

写真で出会う、地域の魅力
～『写真展』を開催
　　　　 田沢湖芸術文化協会写真部～

　7月3 日から 6 日まで、田沢湖観光情報センター「フォ
レイク」（田沢湖駅構内）で、田沢湖芸術文化協会写真
部による写真展が開催されました。会場には、会員が撮
影した四季折々の風景や自然、地域の行事など、多彩な
作品が展示され、来場者は写真に見入りながら、それぞ
れの作品の魅力を楽しんでいました。
　難波和夫会長は、「ぜひ多くの方に会場へ足を運んで
いただき、写真の魅力と、その作品を通して伝わる地域
の魅力の両方を感じていただきたい」と話し、写真を通
して地域の魅力を発信したいという思いを語りました。

出前授業で地域の未来を考える
～角館高校（情報ビジネスコース）出前授業～
　6月23 日、秋田県立角館高等学校で、情報ビジネス
コースの生徒 31 人を対象に、JTB 秋田支店、NEXCO
東日本東北支社、東北運輸局による出前講座が開かれ
ました。 
　講座では、観光データを基に秋田県や東北の観光の
現状が紹介されたほか、地域資源の魅力を発信する観
光周遊企画や新たな観光需要の創出、探究活動のヒン
トなどについて学びました。 
　生徒たちは熱心に耳を傾け、「地域課題をビジネスチャ
ンスに変える視点」などについて質問し、地域の強みを
生かした観光やビジネスへの理解を深めました。講座の
最後には、生徒から「インバウンド需要も生かしながら、
地元の課題解決につながる研究活動に励みます」と今
後の抱負が語られました。

統率の取れた動きを披露した規律訓練 消火技術を競う小型ポンプ操法

　７月 20 日、西木総合開発センターを会場に「夏の芸術体
験教室」が開催され、日ごろより市民の学習活動を奨励し、
生涯学習を推進している仙北市生涯学習奨励員が講師やサ
ポートを務め、さまざまな石の形を生かしたストーンアート制
作が行われました。
　当日は、大曲支援学校せんぼく校の同窓会 「せんぼく桜ス
クール」の皆さんや市民の方など、関係者あわせ約 50人が
参加し、作業手順や展示作品を参考にしながら、思いおもい
に想像力を膨らませ、個性あふれる作品を創作しました。
　完成後には、茶話会でお互いが作品を紹介し合い、和やか
な雰囲気で芸術体験を楽しみ、参加者同士が交流を深めるよ
い機会となりました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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3434

相　
談

行
政
に
関
す
る
相
談
ご
と
は

行
政
相
談
委
員
に

　
行
政
相
談
委
員
は
、「
行
政
と
住
民

の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。
仙
北
市
の
行
政

相
談
委
員
は
次
の
２
人
の
方
で
、
自
宅

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
定

例
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●�

行
政
相
談
委
員
／

▼�

大
楽
進 

☎
53ｰ

２
６
９
０

▼�

芳
賀
昭
範 

☎
48ｰ

２
３
５
９ 

●�

8
月
相
談
所
開
設
日
・
場
所
／

【
角
館
地
区
】
20
日
㈭
・
角
館
交
流
セ

ン
タ
ー 

【
西
木
地
区
】
随
時
電
話
に
て
対
応

●�

時
間
／
13
時
～
15
時

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

無
料
法
律
相
談

　
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
8
月
26
日
㈬ 

13
時
30
分
～

●�

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員
／
久
島
憲
晴
弁
護
士

●�

相
談
内
容
／
▼
一
般
法
律
相
談 

▼
サ

ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
多
重
債
務

の
ご
相
談 

▼
中
小
企
業
・
個
人
事
業

に
関
す
る
ご
相
談 

▼
高
齢
者
・
障
が

い
者
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
交
通
事
故

に
関
す
る
ご
相
談 

▼
子
ど
も
に
関
す

る
ご
相
談

●�
申
込
方
法
／
総
務
課
総
務
係
に
電
話

で
予
約

●
予
約
受
付
時
間
／
平
日
９
時
～
17
時

●�

相
談
時
間
な
ど
／
先
着
４
人
。
1
人

30
分
以
内
。（
①
13
時
30
分
～
14
時  

②
14
時
５
分
～
14
時
35
分 

③
14
時
40

分
～
15
時
10
分 

④
15
時
15
分
～
15
時

45
分
）

●�

そ
の
他
／
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ
る

資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会 

8
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
事
前
予
約
制
で
相
談
援
助
活
動
と
し
て

心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

日
３
日
前
ま
で
予
約
の
ご
連
絡
を
く
だ
さ

い
。
民
生
児
童
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

●�

日
時
・
場
所
／

▼�

12
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
福
祉

医
療
セ
ン
タ
ー

▼
17
日
㈪ 

10
時
～
12
時
・
中
央
公
民
館

▼�

19
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
総
合

開
発
セ
ン
タ
ー 

▼�

20
日
㈭ 

13
時
～
15
時
・
角
館
交
流
セ

ン
タ
ー

●�

申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
社
会
福
祉

協
議
会 

総
務
・
地
域
福
祉
課

☎
49ｰ

６
２
４
１ 

令
和
８
年
第
８
回 

お
薬
相
談
会

　
今
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
、
ご

家
族
が
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
な

ど
、
お
薬
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
家

に
残
っ
て
い
る
薬
の
整
理
（
持
参
し
た

場
合
）
や
家
庭
用
医
薬
品
な
ど
お
薬
の

こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に
の
り
ま
す
。

●�

日
時
／
８
月
25
日
㈫ 

　
15
時
～
16
時
30
分

●�

場
所
・
問
合
せ
／
ク
オ
ー
ル
薬
局

田
沢
湖
店

☎
43ｰ

９
１
８
９

お
知
ら
せ

引
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談

　
「
人
と
の
接
し
方
が
分
か
ら
な
い
」、

「
自
立
し
た
い
け
れ
ど
、
い
き
な
り
働

く
の
は
不
安
」
な
ど
、
悩
み
や
困
り

ご
と
は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。 

　
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と

感
じ
た
と
き
は
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま

ず
、
私
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
相
談
は
電
話
、
来
所
、
相
談
専

用
L
I
N
E
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

相
談
窓
口
／
か
け
は
し
サ
ポ
ー
ト

「
み
ら
い
ろ
」

●�

場
所
／
仙
北
市
役
所
西
木
庁
舎
2
階

（
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

●�

受
付
時
間
／
平
日
8
時
30
分
～
17
時

15
分
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

☎
49ｰ

６
２
４
１

全
国
一
斉「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間

　
法
務
局
で
は
、
全
国
一
斉
「
こ
ど
も

の
人
権
相
談
」
強
化
週
間
を
実
施
し
、

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
人
権
擁
護
委
員
や
法

務
局
職
員
が
平
日
夜
間
や
土
・
日
曜
日

に
も
対
応
し
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●�

期
間
／
８
月
28
日
㈮
～
9
月
3
日
㈭

●�

時
間
／
（
平
日
）
８
時
30
分
～
19
時 

（
土
・
日
曜
日
）
10
時
～
17
時

●�

相
談
電
話
／

【
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
】

☎�

０
１
２
０ｰ

０
０
７ｰ

１
１
０
（
通
話
料

無
料
）

【
法
務
局
チ
ャ
ッ
ト
人
権
相
談
】

①�

ア
カ
ウ
ン
ト
名 

▼
法
務
局
L
I
N
E

じ
ん
け
ん
相
談

②
検
索
I
D 

▼＠
linejinkensoudan 

個
人
事
業
税
（
１
期
）
の
納
期
限
は

８
月
31
日
㈪
で
す
。

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
る
ほ
か
、

e
Lｰ

Q
R
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
し
て
い
る
方
は
、
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
税
通
知
書
は
８
月
３
日
㈪

に
発
送
予
定
で
す
。

個
人
事
業
税
の
納
税
も
口
座
振
替
で

　
公
共
料
金
の
支
払
い
と
同
じ
よ
う

に
、
個
人
事
業
税
も
口
座
振
替
に
し
ま

せ
ん
か
。
金
融
機
関
へ
お
出
か
け
に
な

る
手
間
が
省
け
て
、
安
全
、
確
実
で
す
。

　
県
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
労
働
金

庫
、
信
用
組
合
、
農
協
な
ど
に
預
金
口

座
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。）。

　
秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
お
よ
び
み
ず

ほ
銀
行
は
、
県
外
の
支
店
で
も
可
能
で

す
。

　
令
和
８
年
９
月
末
ま
で
に
申
し
込
み

す
る
と
、
令
和
８
年
度
２
期
分
か
ら
個

人
事
業
税
の
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

【
課
税
に
関
す
る
こ
と
】

▼�

秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所
課
税
部
課

税
第
一
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

３
３
３
８

【
納
税
に
関
す
る
こ
と
】

▼�

秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所
納
税
部
収

納
管
理
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

３
３
３
１

総
合
県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
秋
田
県
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト
」

追
加
販
売
開
始
！

　
今
春
大
好
評
だ
っ
た
「
秋
田
県
プ
レ

ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト
」
を
、
１
０
０
万

セ
ッ
ト
追
加
発
行
し
ま
す
。
県
内
の
飲

食
店
や
宿
泊
施
設
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

使
え
る
、
お
ト
ク
な
商
品
券
で
す
。
第

１
弾
（
令
和
８
年
３
～
５
月
販
売
分
）

を
購
入
し
た
方
も
ご
購
入
い
た
だ
け
ま

す
。
詳
細
は
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●�

販
売
数
／
１
０
０
万
セ
ッ
ト（
電
子・

紙
チ
ケ
ッ
ト
各
50
万
セ
ッ
ト
） 

●�

販
売
額
／
１
セ
ッ
ト
・
５
０
０
０
円

（
１
０
０
０
円
チ
ケ
ッ
ト
×
６
枚
綴
り
）

●�

購
入
上
限
／
１
人
あ
た
り
８
セ
ッ
ト

（
４
０
０
０
０
円
／
電
子
・
紙
合
算
）

●�

販
売
方
法

▼�

電
子
チ
ケ
ッ
ト
／
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
電

子
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
決
済
）

▼�

紙
チ
ケ
ッ
ト
／
県
内
の
秋
田
銀
行
、

北
都
銀
行
、
J
A
バ
ン
ク
あ
き
た
、

郵
便
局
の
窓
口 

●�

販
売
期
間

▼
電
子
チ
ケ
ッ
ト
／
８
月
３
日
㈪
～

▼
紙
チ
ケ
ッ
ト
／
９
月
２
日
㈬
～ 

※
販
売
予
定
数
に
達
し
次
第
、
販
売
終
了

●�

利
用
期
間
／
購
入
日
～
令
和
８
年
12

月
31
日

●�

問
合
せ
／
「
秋
田
県
プ
レ
ミ
ア
ム
チ

ケ
ッ
ト
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

☎
０
１
２
０ｰ

１
８
５ｰ

１
３
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

山
の
楽
市 

事
業
概
要
説
明
会

　

仙
北
市
の
自
然
の
恵
み
、
地
域
特
産

や
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
元
特
産
品

の
新
た
な
販
路
開
拓
と
仙
北
市
へ
の
誘

客
活
動
を
目
的
と
し
て
、
東
京
都
町
田

市
に
お
い
て
仙
北
市
物
産
展
「
山
の
楽

市
」
を
実
施
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
概
要
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

出
店
を
検
討
ま
た
は
希
望
の
方
は
電
話

か
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
事
業
者
説
明
会
】

●�

日
時
／
8
月
18
日
㈫ 

14
時
～

●�

場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー 

集
会
室

●
申
込
期
限
／
8
月
7
日
㈮

●�

申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
商
工
会 

田
沢
湖
支
所 

大
牧

☎
43ｰ

０
３
７
２

（
山
の
楽
市
内
容
）

・��

開
催
日
／
①
10
月
16
日
㈮
～
18
日
㈰

②
12
月
18
日
㈮
～
20
日
㈰

・�

開
催
場
所
／
東
京
都
町
田
市 

ぽ
っ
ぽ

町
田

申
込
フ
ォ
ー
ム
→

八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会

当
日
の
交
通
規
制

　
９
月
６
日
㈰
、
岩
手
県
側
八
幡
平
ア

ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
を
主
会
場
に
「
八
幡

平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
２
０
２
６
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
開
催
に
伴
い
、
岩
手
県
側
八
幡
平
ア

ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
は
交
通
規
制
に
よ
り

通
行
で
き
ま
せ
ん
。

　
規
制
時
間
中
の
迂
回
路
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

規
制
日
時
／
９
月
６
日
㈰ 

７
時

~

11
時
30
分
ま
で

●�

規
制
区
間
／
八
幡
平
山
頂
直
下
岩
手

県
側
路
側
帯
か
ら
松
尾
八
幡
平
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
ま
で

●�

問
合
せ
／
八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
実

行
委
員
会
（
岩
手
県
八
幡
平
市
市
民
部

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
）

☎
０
１
９
５ｰ

74ｰ

２
１
１
１

（
内
線
１
１
４
６
）

見
え
に
く
さ
解
消
グ
ッ
ズ
展
示
会

　

秋
田
県
立
視
覚
支
援
学
校
ロ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
見
え
な

い
・
見
え
に
く
い
こ
と
で
、
生
活
・
学

習
・
仕
事
・
育
児
な
ど
の
悩
み
を
お
持

ち
の
方
や
、
そ
の
家
族
・
関
係
者
の
方

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
身
近
な
も
の
を

使
っ
て
見
え
や
す
く
す
る
グ
ッ
ズ
の
体

験
・
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
／
８
月
26
日
㈬ 

14
時
～
15
時

30
分

●�

場
所
／
ニ
ッ
パ
ツ
Ｙ
２
ぷ
ら
ざ
（
横

手
市
駅
前
町
１ｰ

21
）

●
費
用
／
無
料

●�

申
込
／
不
要
（
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
）　

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
立
視
覚
支
援
学
校

（
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

相
談
担
当
窓
口 

銭
谷

☎
０
１
８ｰ

８
８
９ｰ

８
５
７
１

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
】

・
６
月
受
付
分　
敬
称
略

・
畠 

恭
子
（
古
城
山
）

・
佐
藤 

弘
美
（
小
松
字
寄
合
）

・
清
水 

範
子
（
岡
崎
字
大
屋
敷
）

・
生
保
内
婦
人
会 

藤
岡 

ト
ミ
子

・
茶
立
て
の
清
水
を
守
る
会

　
会
長 

青
柳 

征

・
卒
田
神
代
薪
炭
共
用
林
野
組
合 

　
代
表 

石
橋 

久
治

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」
の
案
内

　
秋
田
財
務
事
務
所
で
は
、
借
金
を

抱
え
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
借
金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
必

ず
解
決
で
き
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。

お
電
話
の
み
で
も
可
能
で
す
。

●�

場
所
／
財
務
省 
秋
田
財
務
事
務

所 

理
財
課
（
秋
田
市
山
王
７ｰ
１ｰ

４
秋
田
第
二
合
同
庁
舎
）

●��

時
間
／
平
日
（
年
末
年
始
除
く
）

８
時
30
分
～
12
時
・
13
時
～
16
時

30
分

☎�

０
１
８ｰ

８
６
２ｰ

４
１
９
６

  （
相
談
専
用
）

県
労
働
委
員
会
の
労
働
相
談
会

　
県
労
働
委
員
が
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
、
先
着
２
名
ま
で
。
申
し
込

み
は
電
話
ま
た
は
予
約
申
込
フ
ォ
ー

ム
で
８
月
３
日
㈪
８
時
30
分
か
ら
8

月
17
日
㈪
17
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

●�

日
時
／
8
月
25
日
㈫ 

15
時
～
16
時

30
分

●�

場
所
／
秋
田
地
方
総
合
庁
舎
（
秋
田

市
山
王
４ｰ

１ｰ

２
） 

4
階
労
働
委
員

会
室

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
労
働
委
員
会
事

務
局

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

３
２
８
４

※�

申
込
フ
ォ
ー
ム
は
「
秋
田
県
労
働
委
員

会
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

無
料
相
談

　
労
務
管
理
な
ど
で
お
悩
み
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

社
会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
電
話
・

メ
ー
ル
で
の
相
談
、
個
別
訪
問
支
援
な

ど
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
を
実
施

し
て
お
り
、
人
事
、
労
務
、
助
成
金
な

ど
に
つ
い
て
、
お
悩
み
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

●
相
談
受
付
時
間
／
平
日
９
時
～
17
時

●�

相
談
窓
口
／
秋
田
働
き
方
改
革
推
進

支
援
セ
ン
タ
ー

☎�

０
１
２
０ｰ

６
９
５ｰ

７
８
３
／

０
１
８ｰ

８
６
５ｰ

５
３
３
５

教
室･

セ
ミ
ナ
ー

刈
払
機
講
習
を
開
催
し
ま
す

　
刈
払
機
の
基
本
知
識
や
操
作
技
術
を

実
践
で
学
び
、
全
日
程
を
修
了
し
た
方

に
「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教

育
修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

●�

日
時
／
▼
９
月
28
日
㈪ 

9
時
～
16

時
45
分
▼
29
日
㈫ 

9
時
～
12
時
30
分

●�

場
所
／
角
館
公
民
館

●�

対
象
者
／
60
歳
以
上
の
方

●
定
員
／
15
人
（
選
考
）

●
受
講
料
／
無
料

●�

申
込
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
申
込

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
９
月
４
日
㈮
ま

で
連
合
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
１
８ｰ

８
８
８ｰ

４
６
８
０

　
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
で
は
、

現
在
休
止
中
の
ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園
の

閉
園
に
つ
い
て
、
桧
木
内
地
域
の
方
へ
向

け
た
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
案
内
し
ま
す
。

●�

日
時
／
８
月
28
日
㈮ 

18
時
～

●
場
所
／
ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園 

ホ
ー
ル

●�

問
合
せ
／
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き

仙
北
（
仙
北
市
西
木
町
上
荒
井
字
古

堀
田
47
）

☎
42ｰ

８
３
４
１

ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園
閉
園
の

説
明
会
開
催

秋
田
空
港
駐
車
場
「
障
害
者
割

引
制
度
」
開
始
の
お
知
ら
せ

　
令
和
８
年
７
月
１
日
よ
り
、
秋
田
空

港
駐
車
場
で
は
新
た
に
「
障
害
者
割
引

制
度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
開
始
日
以
降
に
入
庫
さ
れ
た
方
の
駐

車
料
金
が
半
額
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
制
度
の
概
要
、
利
用
方
法
・
受
付
窓

口
な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
秋
田
空
港
管
理
事

務
所

☎
０
１
８ｰ

８
８
６ｰ

３
３
６
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

相
談
専
用
L
I
N
E
→
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犬
と
一
緒
に
実
践
す
る
野
生
鳥

獣
被
害
防
除
勉
強
会

　
近
年
、
ク
マ
を
は
じ
め
と
す
る
野
生

鳥
獣
に
よ
る
被
害
や
出
没
が
深
刻
化
す

る
中
、
箱
罠
に
よ
る
捕
獲
な
ど
の
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
勉
強
会
で

は
、
野
生
動
物
が
近
づ
き
に
く
い
集
落

づ
く
り
の
手
法
と
し
て
、
犬
を
活
用
し

た
獣
害
対
策
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
そ
の
普
及
に
向
け
て
必
要

な
制
度
や
今
後
の
獣
害
対
策
に
つ
い
て

も
考
え
ま
す
。

●�
日
時
／
8
月
19
日
㈬ 

13
時
～
16
時
30
分

●�
場
所
／
思
い
出
の
潟
分
校

●�

申
込
／
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

主
催
／
一般
財
団
法
人
日
本
熊
森
協

会
秋
田
県
支
部

●�

問
合
せ
／

☎
０
９
０ｰ

８
３
３
６ｰ

８
１
０
２（
古
屋
）

✉kum
am

ori.akita@
gm

ail.com

申
込
フ
ォ
ー
ム
→

　
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
は
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
ち
幸
せ
な
未
来
に
つ
な

が
る
よ
う
と
も
に
考
え
、
語
り
合
い
な

が
ら
歩
む
仲
間
で
す
。
親
と
子
の
悩
み

を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
（
事
前
連
絡
不
要
）。

●�

日
時
／
８
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬

  

10
時
～
12
時

●�

場
所
／
ち
ば
珈
琲
店（
角
館
町
竹
原
町
）

●�

参
加
料
／
３
０
０
円

●�

問
合
せ
／

▼
安
藤
☎
０
９
０ｰ

２
９
８
９ｰ

２
９
１
８

▼
伊
藤
☎
０
９
０ｰ

３
３
６
３ｰ

４
３
９
１

▼
千
葉
☎
０
９
０ｰ

６
６
８
６ｰ

７
３
０
１

（
ち
ば
珈
琲
店
）

あ
じ
さ
い
ぶ
ら
っ
と
サ
ロ
ン

　
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
自
立
的
・
主
体
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人
を
「
元
気
な

ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
」
の
実
践
者
と

し
て
表
彰
し
ま
す
。 

●�

表
彰
対
象
／
地
域
活
動
に
取
り
組
む

団
体
ま
た
は
個
人

●
募
集
要
件
／ 

①�

市
内
に
お
い
て
地
域
の
た
め
の
活
動

に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。

②�

そ
の
活
動
が
、
今
後
も
地
域
で
広
が

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、

ほ
か
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

※�

活
動
事
例
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●�

応
募
方
法
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ

る
推
薦
調
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
内
容

が
具
体
的
に
分
か
る
写
真
・
資
料
な

ど
を
添
付
の
上
、
申
込
先
ま
で
郵
送

ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
（
10
月
30
日

㈮
必
着
）。

※�

応
募
は
他
薦
の
み
。
応
募
用
紙
（
推
薦

調
書
）
の
入
手
が
困
難
な
場
合
は
問
い

合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

表
彰
式
／
令
和
８
年
12
月
（
予
定
）

に
表
彰
式
を
開
催

●�

申
込
・
問
合
せ
／
秋
田
県
仙
北
地
域

振
興
局
総
務
企
画
部
地
域
企
画
課

〒
０
１
４ｰ

０
０
６
２

秋
田
県
大
仙
市
大
曲
上
栄
町
13ｰ

62

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

５
１
１
４ 

✉Sensoum
u

＠pref.akita.lg.jp

令
和
８
年
度
仙
北
地
域
振
興
局

「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り

顕
彰
」
の
候
補
者
の
募
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

　
秋
田
内
陸
線
沿
線
の
４
か
所
で
実
施

中
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
見
頃
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　
今
年
も
阿
仁
合
駅
か
ら
小
渕
駅
間
で

は
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
家
族
都
市

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
主
人
公
の

し
ん
ち
ゃ
ん
が
乗
客
の
皆
さ
ん
を
お
出

迎
え
し
ま
す
。

　
稲
刈
り
ま
で
の
こ
の
時
期
に
し
か
見

ら
れ
な
い
、
色
鮮
や
か
に
育
っ
た
稲
が

織
り
な
す
大
迫
力
の
ア
ー
ト
を
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

場
所
／
▼
仙
北
市
…
角
館ｰ

羽
後
太

田
駅
間
▼
北
秋
田
市
…
阿
仁
合ｰ

小

渕
駅
間
、
前
田
南ｰ

阿
仁
前
田
温
泉

駅
間
、
縄
文
小
ケ
田
駅
ホ
ー
ム
前

●�

問
合
せ
／
内
陸
線
再
生
支
援
室

☎
０
１
８
６ｰ

82ｰ

２
１
１
４

「
秋
田
内
陸
線
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

2
0
2
6
」
が
見
頃
で
す

イ
ベ
ン
ト

●�

日
時
／
8
月
９
日
㈰ 

12
時
～
17
時

30
分

●�

場
所
／
紙
風
船
館
駐
車
場 

特
設

会
場

●�

主
催
／
上
桧
木
内
部
落
会
、桧
木

内
地
域
運
営
体

●�

内
容
／
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
、
屋
台
開
設

※
ク
ラ
フ
ト
市
同
時
開
催

紙
風
船
の
里　
夏
ま
つ
り

募　
集

種　目 受付期間 試験日 応募資格

２等陸海空士
7 月 1 日㈬～ 9 月 1 日㈫

9 月 16 日㈬
～ 26 日㈯

の期間の内 1 日

18 歳以上
33 歳未満

一般曹候補生

防衛大学校（一般） 7 月 1 日㈬～ 10 月 15 日㈭ 10 月 31 日㈯ 18 歳以上
21 歳未満

予備自衛官補 9 月 10 日㈭ 10 月 4 日㈰ 18 歳以上
52 歳未満

自
衛
官
募
集

●�

問
合
せ
／
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本

部 

大
仙
地
域
事
務
所

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

１
３
１
３

　
お
盆
は
先
祖
を
供
養
す
る
大
切
な
行

事
で
す
が
、
例
年
ろ
う
そ
く
や
線
香
の

火
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
仏
壇
や
墓
地
で
火
を
使
用
す
る
際
は
、

消
火
の
確
認
を
す
る
な
ど
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・�

ろ
う
そ
く
や
線
香
の
火
を
点
け
た
ま

ま
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

・�

ろ
う
そ
く
や
線
香
な
ど
か
ら
供
花
や

供
物
を
離
す
。

・�

ろ
う
そ
く
や
線
香
の
火
が
着
衣
に
燃

え
移
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

・�

迎
え
火
や
送
り
火
を
焚
く
際
は
、
水

バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
す
る
。

・�

電
気
式
の
盆
提
灯
な
ど
は
、
定
期
的

に
配
線
な
ど
の
点
検
を
行
う
。

●�

問
合
せ
／
角
館
消
防
署 

☎
54ｰ

２
３
０
２

お
盆
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

長
期
に
わ
た
り
滞
納
が
あ
る
と
介
護

給
付
に
制
限
が
か
か
り
ま
す

　
介
護
保
険
制
度
は
住
民
の
皆
さ
ん
の

介
護
保
険
料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
保
険
料
の
納
付
が
滞
る
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
利
用
料

を
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
一
旦
全
額
支
払

う
措
置
や
、
介
護
給
付
に
制
限
が
設
け

ら
れ
自
己
負
担
額
が
３
割
ま
た
は
４
割

と
な
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
費
用
負
担
の
公
平
性
と
制
度

の
継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
納
付

の
督
促
が
な
さ
れ
た
あ
と
で
も
滞
納
が

続
く
方
に
は
、
預
貯
金
や
給
与
な
ど
の

財
産
を
差
し
押
え
る
処
分
が
課
さ
れ
ま

す
。

　
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
料
が
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
で
は
な
く
、

普
通
徴
収
（
納
付
書
に
よ
る
納
付
）
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
納
め
忘
れ
が
な
い

か
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
な
ど
に
よ
り
納
期
限
ま

で
に
納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、

分
割
納
付
や
減
免
の
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
事
情
を
介
護
保
険
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
介
護
保
険
事
務
所 

保
険

給
付
班

☎
０
１
８
７ｰ

86ｰ

３
９
１
１

介
護
保
険
事
務
所
の
お
知
ら
せ

　
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
今
に
伝
え

る
「
さ
さ
ら
舞
」。
現
在
は
新
仏
供
養

や
五
穀
豊
穣
を
願
い
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
夜
の
部
は
振
舞
酒
や
屋
台
祭
、
子

ど
も
縁
日
も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●�

開
催
日
／
8
月
15
日
㈯
※
小
雨
決
行

●�

場
所
・
時
間
／

【
昼
の
部
】
白
岩
雲
厳
寺 

14
時
頃

【
夜
の
部
】
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

▼
18
時
～
白
岩
さ
さ
ら

▼
18
時
30
分
～
白
岩
子
ど
も
さ
さ
ら

▼
19
時
～
白
岩
さ
さ
ら

●�

問
合
せ
／
一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・

角
館
観
光
協
会

☎
54ｰ

２
７
０
０

角
館
の
さ
さ
ら
舞

（
送
り
盆
観
光
行
事
）

　
今
年
も
田
沢
湖
駅
前
広
場
で
「
生
保
内

節
盆
踊
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
夏
の
夜
の

ひ
と
と
き
、
皆
さ
ん
と
大
き
な
踊
り
の
輪

で
繋
が
り
ま
し
ょ
う
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
あ

ん
べ
い
い
な
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
そ
の
ほ
か
出
店

多
数
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●�

開
催
日
／
8
月
15
日
㈯

●�

場
所
／
田
沢
湖
駅
前
広
場

●
時
間
／
▼
16
時 

会
場
オ
ー
プ
ン
▼
17

時
～ 

駅
前
広
場
演
芸
会
▼
18
時 

盆
踊
り

受
付
開
始
▼
19
時 

盆
踊
り
ス
タ
ー
ト

●�

問
合
せ
／
生
保
内
節
盆
踊
り
保
存
会 

田
口

☎
０
９
０ｰ

４
０
４
９ｰ

９
５
０
２

田
沢
湖
駅
前
広
場

生
保
内
節
盆
踊
り

国
立
公
園
の
一
部
区
域
で
は
山
菜

採
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
山
菜
採
り
の
目
的
で
十
和
田
八
幡
平

国
立
公
園
に
入
山
し
た
方
が
、
ク
マ
に

襲
わ
れ
る
事
故
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
国
立
公
園
の
「
特
別
保
護
地
区
」
内

の
植
物
採
取
（
山
菜
含
む
）
は
、
自
然

公
園
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反

者
は
、
1
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
、

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と
な

り
ま
す
。法
令
遵
守
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
環
境
省
十
和
田
八
幡
平
国
立

公
園
管
理
事
務
所
鹿
角
管
理
官
事
務
所

☎
０
１
８
６ｰ

30ｰ

０
３
３
０

大
曲
技
術
専
門
校

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ア

　
大
曲
技
術
専
門
校
に
お
い
て
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
４

科
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
も
の
づ
く
り

体
験
を
楽
し
も
う
！

●
日
時
／
９
月
6
日
㈰ 

10
時
～
15
時

※�

各
科
の
も
の
づ
く
り
体
験
は
受
付
が
必

要
で
す
。数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

①一般
道
の
法
定
速
度
が
変
わ
り
ま
す

　

令
和
8
年
9
月
1
日
か
ら一般
道
の

法
定
速
度
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

●�

こ
れ
ま
で
／
速
度
標
識
の
な
い
道
路

→
時
速
60
㎞

●�

こ
れ
か
ら
／
速
度
標
識
や
中
央
線
な

ど
が
な
い
生
活
道
→
時
速
30
㎞

　

角
館
地
区
な
ど
は
特
に
道
幅
の
狭
い

生
活
道
路
が
密
集
し
て
お
り
、
注
意
が

必
要
で
す
。
標
識
が
な
く
て
も
生
活
道

路
で
は
30
㎞
で
走
る
の
が
新
常
識
で
す
。

周
囲
を
よ
く
確
認
し
、
速
度
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

②
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

▼
警
視
庁
推
奨
特
殊
詐
欺
対
策
ア
プ
リ

　

詐
欺
の
犯
人
か
ら
の
接
触
は
、
約
８

割
が
電
話
で
す
。そ
の
う
ち
７
割
が「
＋
」

か
ら
始
ま
る
国
際
電
話
で
す
。
警
視
庁

推
奨
特
殊
詐
欺
対
策
ア
プ
リ
で
、
国
際

電
話
や
詐
欺
電
話
を
ブ
ロッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

▼
ニ
セ
警
察
に
注
意
！

　

電
話
で
警
察
官
を
語
る
人
が

「
L
I
N
E
」
な
ど
の
S
N
S
や
ビ

デ
オ
通
話
に
誘
導
し
た
ら
そ
れ
は
詐
欺

で
す
。
犯
人
は

・「
講
座
が
犯
罪
に
使
わ
れ
て
い
る
」

・「
あ
な
た
に
逮
捕
状
が
出
て
い
る
」

・「
口
座
の
お
金
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
」

な
ど
と
言
って
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
電

話
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
や
家
族
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
警
察
署

☎
53ｰ

２
１
１
１

仙
北
警
察
署
か
ら
お
知
ら
せ

詐
欺
対
策
ア
プ
リ
→

　
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
地
域
福

祉
の
向
上
に
役
立
て
る
た
め
、
福
祉
団

体
助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

●�

助
成
対
象
／
地
域
福
祉
の
増
進
や
地

域
貢
献
を
目
的
と
し
た
事
業
を
行
う

団
体

●�

応
募
要
項
配
布
期
間
・
場
所
／

▼
8
月
17
日
㈪
～
20
日
㈭

▼
角
館
感
恩
講
事
務
所

●�

申
込
期
限
／
８
月
25
日
㈫

●�

申
込
・
問
合
せ
／
一
般
財
団
法
人
角

館
感
恩
講

 

☎
42ｰ

８
２
１
５（
平
日
９
時
～
15
時
）

※�

申
込
書
は
当
財
団
ま
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

角
館
感
恩
講 

令
和
８
年
度

福
祉
団
体
助
成
金
事
業

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症 

家
族
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
お
悩
み
の
ご
家

族
向
け
に
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持

つ
方
た
ち
と
学
び
合
い
、
語
り
合
う
場

で
す
。

　
お
話
を
聞
く
だ
け
の
参
加
も
大
丈
夫

で
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
8
月
26
日
㈬ 

14
時
～
15
時

30
分

●�

場
所
／
大
仙
市
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

問
合
せ
／
大
仙
保
健
所
企
画
福
祉
課

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

３
４
０
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

お
知
ら
せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

●�

日
時
／
8
月
1
日
㈯ 

18
時
～
21
時

●�

場
所
／
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク 

立
町

十
字
路
～
角
館
郵
便
局
前
路
上
（
17

時
～
22
時
ま
で
車
両
通
行
止
め
）

●�

内
容
／
絵
燈
籠
コ
ン
ク
ー
ル
・
飾

山
囃
子
＆
手
踊
り
・
ふ
う
せ
ん
や

SH
IBU

バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

キ
ャ
ミ
ソ
ウ
ル
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
ス
テ
ー

ジ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
縁
日
コ
ー

ナ
ー
や
屋
台
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
商
工
会
本
所

☎
54ｰ

２
３
０
４

か
く
の
だ
て
絵
燈
籠
夏
ま
つ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→



髙橋春子　　 （87 歳・田沢字春山）

石川昭子　 　（91 歳・生保内字武蔵野）

片岡競　　　 （76 歳・生保内字武蔵野）

髙橋誠德　 　（97 歳・生保内字武蔵野）

福田美智子　 （71 歳・生保内字武蔵野）

三浦〆子　　 （88 歳・潟字前田）

松橋勇　　　 （94 歳・田沢字供養佛）

佐藤花子　　 （92 歳・小松字寄合）

會場一　　　 （93 歳・角館東前郷字柳持）

相馬健　　　 （83 歳・岡崎字鎌川）

髙𣘺ミヱ子　 （93 歳・岡崎字前村）

佐藤昭雄　　 （81 歳・神代字堂ノ西）

齋藤ミワ　　 （85 歳・梅沢字新田）

佐々木賢三　 （87 歳・上菅沢）

佐藤勝一　　 （66 歳・岩瀬下タ野）

戸嶋トラヱ　 （98 歳・西田）

畠和子　　　 （85 歳・古城山）

岩本定春　　 （100 歳・山根町）

西宮俊子　　 （96 歳・小人町）

小林郁子　　 （94 歳・竹原町）

髙村正広　　 （68 歳・西長野中泊）

永山良子　　 （91 歳・西長野高森）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

42 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和 8 年 7 月 1 日現在）

出生
6 人 29 人

死亡 転入 転出
30人

人口 21,953 人
（－ 37）　

男  10,181 人 （－ 25）
女  11,772 人 （－ 12）

世帯数 10,131 世帯 （－ 1）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から

――66 月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,248 人
角　館 10,200 人
西　木   3,505 人

倉橋音
おと

（大地・生保内字下手倉）　

藤川尊
みこと

（裕・角館東前郷字前野）

黒澤明
あきら

（裕介・上菅沢）

髙橋颯
はやて

（孝・西田）

東風平耕
こう

（友葵・上新町）

佐藤合
あい

（大成・門屋字東田）

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

 臨時休業延長のお知らせ
　現在、臨時休業中の仙北市民浴場「東風の湯」ですが、原因について調査したところ、機器類の異常ではなく、源泉からの湯
量が減少していることが原因である事が判明いたしました。また、同時に源泉の温度も低下しており、営業再開をお楽しみにさ
れていた皆さまには大変申し訳ございませんが、臨時休業を延長せざるを得ない状況となっております。
　今後につきましては、湯量減少と湯温低下への更なる対応を検討してまいりますので、ご理解ご配慮のほどよろしくお願いい
たします。
　「東風の湯」回数券ををお持ちの方につきましては、角館温泉、花葉館、西木温泉、ふれあいプラザクリオンでもご利用いただ
けます。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）東

石郷岡冨美夫 （90 歳・雲然碇前田）

鈴木劯　　　 （88 歳・雲然碇前田）

猪本サツ子　 （82 歳・西明寺字松木台）

赤倉羊子　　 （95 歳・小山田字八津）

鈴木フミ子　 （83 歳・小山田字外谷地）

阿部善幸　　 （72 歳・門屋字上門屋）

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱三森印刷
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１ 土

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00 毎週土曜日）  P23 
●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00 ～）  P23 
●�かくのだて絵灯籠夏まつり（立町ポケットパーク 18:00 ～ 21:00)
　 P37 

２ 日

３ 月 ●�おやこ交流広場（健康管理センター 9:30 ～ 11:30 毎週月曜日）
　 P24 

４ 火 ●母子健康手帳交付（健康管理センター 9:00 ～）  P24 

５ 水 ●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～15:00）  P17 

６ 木

●�令和8 年度仙北市総合政策審議会（角館上野庁舎13:30～16:00頃）
　 P11 
●こころの相談（角館庁舎10:00 ～、11:00 ～）  P17 
●�やさいの花 夏のお話し会（総合情報センター研修室 14:00 ～ 14:20、

14:30 ～ 14:50）  P23 

　  7    金
●おやこで楽しむふれあい講座（健康管理センター 9:15 ～）  P24 
●ママのリフレッシュ Day（さくラッコ 10:00 ～ 15:00）  P24 

８ 土

９ 日 ●�紙風船の里 夏まつり（紙風船館駐車場 12:00 ～ 17:30）  P37 

１０ 月

１１ 火

１２ 水

●マイナンバーカード 時間外交付日  P11 
●�仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター

13:00 ～ 15:00）  P34 
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～　
　12:00）  P36 

１３ 木

１４ 金

１５ 土
●�仙北市二十歳の集い（仙北市民会館 受付13:00 ～）  P11 
●�角館のささら舞（白岩雲巌寺 14:00頃～ 立町ポケットパーク 18:00～）
　 P37 
�●�田沢湖駅前広場生保内節盆踊り（田沢湖駅前広場 16:00 ～）  P37 

１６ 日

１７ 月
●包和花カフェ（ワンダーモール休憩スペース 10:00 ～ 12:00）  P19   
●助産師さんの相談日（健康管理センター 10:00 ～ 11:30）  P24 
●�仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（中央公民館 10:00 ～ 12:00)
　 P34 

１８ 火

●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00）  P17   
●集団健（検）診（詳細は 18 ページをご覧ください）  P18  
●�下延オレンジカフェの会（下延コミュニティセンター 14:00 ～ 16:00） 
　 P19   
●母子健康手帳交付（健康管理センター 13:15 ～）  P24 
●山の楽市事業概要説明会 ( 西木総合開発センター 14:00 ～）  P35  

１９ 水

●こみっとカフェ（NPO法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 12:00）
　 P19   
●エコクラフト教室①（西木総合開発センター 13:30 ～ 15:30） 
　 P22 
●�仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター

13:00 ～ 15:00）  P34 
●�犬と一緒に実践する野生鳥獣被害防除勉強会（思い出の潟分校 

13:00 ～ 16:30）  P36 

２０ 木

●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 12:00）  P24 
●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）  P34 
●�仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（角館交流センター 13:00 ～

15:00）  P34 
●�献血（角館庁舎 10:00～12:00、インスペック(株) 14:00～16:00）

２１ 金

●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～）
　 P17   
●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30）  P17  
●�触って覚える！スマホ教室（西木総合開発センター 10:00 ～

12:00、13:00 ～ 15:00）  P22  

２２ 土

●�土曜日のさわやかカフェ（さわやか桜館 1階ホール 13:30 ～
15:30）  P19  

●�オレンジカフェひまわり（グループホーム花みづき3号館 地域交流
室 14:00 ～ 16:00）  P19  

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） P23 

２３ 日

２４ 月

２５ 火
●�こころのゲートキーパー養成講座（角館庁舎1階 9:30 ～ 11:30）
　 P19 
●母子健康手帳交付（健康管理センター 9:00 ～）  P24 
●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～ 16:30）  P34 

２６ 水

●マイナンバーカード 時間外交付日  P11 
●仙北市戦没者追悼式（クリオン 10:20 ～）  P12 
●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00）  P17 
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）  P17 
●エコクラフト教室②（西木総合開発センター 13:30 ～ 15:30） 
     P22 
●あつまれ！０歳児 !!（さくラッコ 10:00 ～ 12:00 、～ 28 日まで） 
　 P24 
●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～）  P34 
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～　
　12:00）  P36 

２７ 木
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～）  P17 
●�羊毛のフリースマット作り教室（角館公民館 10:00 ～ 12:00）
　 P22 

２８ 金
●こころの相談（角館庁舎 13:30 ～、14:30 ～）  P17 
●温泉浴マイスター人材育成講座（角館庁舎 12:50 ～ 16:45）  P19 
●�ひのきないこども園閉園説明会（ひのきないこども園 18:00 ～）
　 P35 

２９ 土

３０ 日

３１ 月
9 /
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「お盆オードブル」ご予約承り中
１台　12,000 円　お刺身あり、またはなし
お盆のおもてなしなどにご利用ください。
※お引き取りのみの対応
1日のご予約台数に限りがございます。ご予約はお早めに！
仙北市生活応援商品券が使えます。

8 月のメンテナンス休館日

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00リオン

8 月31日㈪はメンテナンスのため休館します。
営業時間の変更など、最新情報はクリオン公式 SNS（X）またはホー
ムページでもご確認いただけます。

Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations3939 広報せんぼく広報せんぼく 3838

角館町西長野古米沢 30-19　☎ 55-5888
　 8:30～21:30花 葉館 時

日帰り休憩プラン　ご予約は 4 名様より
特製弁当　3,900 円／特撰会席　4,900 円／旬彩御膳　5,900 円
ご入浴＋お食事＋ご休憩付き

夏限定宿泊プラン　～ 8/31まで
食べて、浸かって、夏バテ知らず！
スタミナ満腹プラン
1泊 2 食 14,450 円
牛カルビ陶板焼きをメインにした会席料理

ワンランク上の料理で、贅沢に少しゆっくり！
夏の贅沢ごほうびプラン
1泊 2 食 17,750 円
国産牛の陶板焼きをメインにした会席料理

お盆のオードブル
ご予約承り中！

夏限定宿泊プラン
【特典】

生ビール 1杯または

秋田名物ババヘラア

イス 1個プレゼント
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• 
角館高校• -

口一『—
●羽後交通

株式会社セレクトラはオフィシャル
バートナーとして、秋田ノーザンハピ
ネッツを応握しています。
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「広翡憫畠緊？告を 、塁開貞‘’
広告

品は販促 這市亨
見
町7-67-16

仙北市公式ウェブサイトのバナー広告も受け付けておリまテ3 日亘＇ 0187-63-0654 匠四0187-63-2360




